
1 

 

 

２０１３年度の総括 

2013 年 12 月 20 日 

事務局長  平田藤義 

昨年 12 月末に発足した第 2 次安倍内閣、そのアベノミックス効果が顕著に表れ、従前と比較にならない程、

要人の来伯が最多を記録した年であった。 

具体的には、茂木敏充経済産業大臣、岸田文雄外務大臣、新藤義孝総務大臣、鈴木英敬三重県知事他議員団、

浜田恵造知事一行、三ツ矢憲生議員（自由民主党 政務調査会副会長、外務副大臣）、三原朝彦議員（日 AU

議連幹事長）、山際大志郎議員（内閣府大臣政務官）、若林外務大臣政務官、山形県議会議員一行等が挙げら

れる。 

これは来年のサッカーワールドカップ開催にむけた日伯経済交流の強化や各県人会の周年行事の慶祝団の来訪

もあるが何と言ってもアベノミックス効果の一つと言えるだろう。その要人たちとは単なるブラジルの政治・

経済の意見交換だけに留まっていない。 

具体的には将来、どの様に日伯の関係強化を図って行くかと言う点では 5 月 1 日、茂木経済産業大臣による海

外で初めて行った「中小企業海外展開プラットホーム事業」の立ち上げテープカットである。我々会議所も内

外間閉塞感に陥っていた日本経済を元気にする特効薬は先ず中小企業の海外展開と思っている。官民連携で全

面的に支援協力する所存である。 

また三重県知事が全国知事会においてビザの免除化に向けたイニシアチブはワールドカップを機会に両国民が

スポーツ、観光をはじめ芸術・文化交流を活性化しさらに理解を深め合う事以外に、将来の日伯ＥＰＡ（人、

物、金、サービス等の自由化）を見据え、特に中小企業の海外進出を促進させるための基本的な要素でもある。 

今年は 8 月にドイツ会議所との交流会を行った。その詳細についてはサイトのＵＲＬ（※）に譲るが、ただで

さえも地政学的に最も遠い距離にある日本とブラジルを本当に遠い国にしてしまっているのは、政治家、官僚、

我々経済人他、両国民にも責任がある。近づける努力をしてないからだ。ドイツは他のＥＵ２５カ国同様にシ

ェンゲン協定でビザフリーである。（※）http://jp.camaradojapao.org.br/news/atividades-da-

camara/?materia=12131 

一方、同じアジアの国、韓国もビザフリーだ。ブラジル周辺国も日本との間でフリーである。日伯修好通商航

海条約から１１８年、移民の歴史も 105 年、何故 1 世紀以上の友好国同士が未だにビザフリーでないのは不

可思議で可笑しいとしか言いようが無い。ＥＰＡを云々する以前に先ず以って人の行ききを自由化する事が先

決だ。 

日本企業の会議所訪問客数はほぼ昨年と同じ数であった。しかし今年、日本からの新規進出企業の会員登録数

は昨年の 23 社から 25 社（入会受付ベースでは 28 社）に増えた。世界の途上国に比べてビジネス環境は大

変難しい国であるが巨大な市場が魅力的な為であるのは間違いない所だ。 

我が会議所のＨＰ累積アクセス数は 11 月時点で６２０万回をクリアしている。進出予備軍が虎視眈々とブラ

ジル市場を狙っているのは想像に難くない。来年も新規会員は中小企業を含め増える予想を立てている。日本

の中小企業 127 万社を傘下に置く日本商工会議所の支援下でブラジルでは前述したＪＥＴＲＯの「中小企業海

外展開プラットホーム事業」、そしてＪＩＣＡの中小企業支援事業と三位一体となって取り組む計画だ。 

今年の会員企業数は日本からだけの進出企業 219 社でも、また地場の企業を合わせた合計 360 社でも史上最

高を記録した。リオオリンピックの 2016 年には進出企業だけで３５０社、合計で５００社を目標にしている。

http://jp.camaradojapao.org.br/news/atividades-da-camara/?materia=12131
http://jp.camaradojapao.org.br/news/atividades-da-camara/?materia=12131
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会議所の存在感は会員数で決まり両国政府への提言能力が著しく高まるのは明白である。これからも会員企業

と伴に活動基盤強化に努めて参りたいので引き続きご指導ご協力を賜りたい。 

以下、今年１年間の総括を行い、以下の１０項目をトピックスとして選びました。 

1. アベノミックス効果が顕著 

   日本から大臣や県知事、議会議員など要人来伯が最多の年 

2. ビザフリー化に向け精力的に活動 

3. 官民一体で中小企業進出の支援策 

4. 日伯経済連携協定（ＥＰＡ）の可能性 

5. 他国会議所、関連機関との連携強化、イベント多数開催 

6. 部会、委員会の活動がより活発に 

7. 日本企業の会議所訪問数が引き続き多数 

8. 日本進出企業会員数が 219 社と史上最多を記録 

9. 人材育成に注力 

10. 略語集の改訂版を発行 

（平田事務局長が在外公館長表彰を受賞） 

 

 

1. アベノミックス効果が顕著 

日本から大臣や県知事、議会議員など要人来伯が最多の年 
 

岸田文雄外務大臣、新藤義孝総務大臣、茂木敏充経済産業大臣、鈴木英敬三重県知事、大村愛知県知事、

山形県議会議員、若林外務大臣政務官など例年以上の各要人がブラジルを訪問した 1年でした。会議所の

役員と意見交換会を行い活発に意見・情報交換を行ってきました。 

 

岸田外務大臣はルイス・アルベルト・フィゲイレド大臣と会談を行い両国間の査証協定の更なる緩和に向

け合意しました。 経済大臣としては 5年ぶりに茂木大臣が来伯、主にインフラ、天然資源、造船分野な

どについての日伯間投資強化についてピメンテル大臣と活発な意見交換を行っています。 

      

2. ビザフリー化に向け精力的に活動 

日伯貿易投資促進合同委員会（新名称:日伯貿易投資促進産業協力合同委員会）や日本ブラジル経済合同委

員会などでも改善を依頼してきました日伯間ビザ協定ですが、昨年 1月 1日から商用マルチビザが発効さ

れたのに続きフリー化に向け着実に前進を続けております。 

今年 8月 19日の会議所を訪問した鈴木英敬知事には、日本へ帰国後も積極的にビザフリー化に向け働き

かけを頂いております。8 月 28日には来伯直前の岸田文雄外務大臣と面談、要望を伝えるとともに、全

国知事会議の共同提案として取り纏め、22 自治体の共同提言書として 11 月に古屋圭司国家公安委員会委

員長、岸信夫外務副大臣、谷垣禎一法務大臣へ提言活動をされました。 

3. 官民一体で中小企業進出の支援策 

経済大臣としては 5年振りに 5月に来伯した茂木敏充経済産業大臣が、海外進出に向け多様化する中小

企業の個別相談への対応をより一層強化するための「中小企業海外展開プラットホーム事業」を立ち上

げ、海外第１号として華々しい盛大なテープカットがここサンパウロで執り行われました。 

 

JICA 主催による中小企業ミッション、磐田信用金庫ミッションの受け入れなど、会議所でも積極的に

中小企業の支援に取り組んできました。 

 

企業進出にあたっては今後より一層の連携が求められ、総領事館主導で JETRO、JICA、会議所間の連

絡協議会が発足しました。 



3 

 

 
 

 

4. 日伯経済連携協定（ＥＰＡ）の可能性 

 

各連携機関や要人との意見交換会でも重要課題のひとつとして協議されてきました。また平田事務局長は

茂木大臣の来伯時に、去る４月１５日に行われたサンパウロ工業連盟との日伯 EPA 協定に関する会合概要

について説明を行いました。 

 

5. 他国会議所、関連機関との連携強化、イベント多数開催 

1 月 30日に FIESP（サンパウロ州工業連盟）と会議所会員企業意見交換会、8月 29日ドイツ会議所と

の交流会を開催、12月 9 日には事務局長が韓国会議所の懇親夕食会へ招待を受け出席するなど、他国商

工会議所や関連機関との横連携を深めた一年でした。 

6. 部会、委員会の活動がより活発に 

 

昨年に引き続き、今年も部会及び委員会の活動が活発な一年でした。金融部会の年 2回のセミナー、コ

ンサルタント部会、初めての試みとして日伯法律委員会主催の日本語による税制変更セミナーは、出席

希望者多数のため 2回開催となりました。運輸サービス部会によるサントス港湾インフラの見学会、相

互啓発委員会主催サンタ・カタリーナ視察見学会、環境委員会セミナー、また異業種交流委員会も活発

な講演会開催で、会員企業の交流に大きく貢献しています。 

 

2012 年の造船分科会（機械金属部会）に続き、今年メディカル分科会（貿易部会）も発足し、特にメ

ディカル分科会は 10月開催の日伯貿易投資促進産業協力合同委員会において懸念事項を発表するなど

非常に積極的かつ意義のある活動を行いました。 

 

7. 会議所訪問日本企業数が引き続き多数 

 

2007 年～2012 年までの日本企業の訪問数は 29 社、41社、39 社、105 社、121 社、160 社と特

にリーマンショックの 2年後の 2010 年から顕著に増加、2013年も日本企業訪問数 158 社（合計訪問
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数 217 社）と多くの日本企業が会議所を訪問しました。 

 

 
 

 

8. 日本進出企業会員数が 219 社と史上最多を記録 

 

 

2013 年 12 月現在会員数 360 社、特に日本進出企業会員数は 219 社と会議所史上最多を記録しました。

来年も引き続き増加の傾向を予想しており、オリンピックの 2016 年には 350 社を目標としています。 

 

9. 人材育成に注力 

 

2012 年に発足した「国境無き科学」プロジェクトに続き、本年も連携機関である会議所、JICA などが積

極的に人材育成強化のための働き掛けを行っています。6 月 26 日は全国工業訓練サービス機関

（SENAI）Terra 理事（2012 年 8月定例昼食会に特別講師として招待）及び愛知県名古屋市に所在する

日伯学園の篠田カルロス校長らと会合を行い、今後の人材育成政策について活発な意見交換を行っていま

した。12 月には SENAI と JICA が造船技術者養成に関する協定を結んだばかりです。 
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また会議所では、ブラジル FAAP大学、中央大学、明治大学、メキシコモンテレイ工科大学など数多くの

学生ミッションを受け入れ人材交流とその育成のために取り組んできました。日本の技術の普及と人材交

流を目的とした東大フォーラムの実施にもその協力を惜しみませんでした。 

    

10. 略語集の改訂版を発行 

 

2012年よりスポンサー企業募集と編纂を行ってきたブラジル略語集改訂版を3月定例昼食会にて渉外

広報委員会委員長である中西副会頭が発表、改訂版として最新の2000語が収録されており、2014年

のワールドカップ、2016年のオリンピック開催とこれからますます情報の需要が高まるであろう年に

満を持して出版されました。巻末付録として日ポル語の会計用語集が収録されており、PwCにも多大な

るご協力を頂きました。 

 

(平田事務局長が在外公館長表彰を受賞) 

 

日伯間の相互理解及び友好親善に寄与し、その功績が顕著であることが認められ在サンパウロ総領事館管

内の 平成 25 年度表彰対象者として、平田藤義事務局長が受賞した。11 月 7 日、在サンパウロ総領事公

邸で行われた伝達式で、日伯経済関係強化により一層貢献する旨を誓いました。 
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2013 年１月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 お正月 日系 5団体とサンパウロ総領事館が新

年祝賀会を共催関係諸団体や一般人など約 400

人が参加し新年を祝った。木多喜八郎文協会長

と、続いて福嶌教輝総領事が挨拶 

近藤会頭/平田事

務局長 

  文協大講堂 

02 振替休日     

03 振替休日     

04 振替休日     

05 土曜日 、独立行政法人 国際協力機構（ＪＩ

ＣA）の田中理事長が日系諸団体と懇談/技術協

力案件の一つであるサンパウロ州軍警察の交番

制度や文協ビル内にあるブラジル日本移民史料

館を視察の後、会議所役員と懇談会/日伯プロサ

バンナ・プロジェクト（日伯連携によるモザン

ビーク熱帯サバンナ農業開発事業）、治安向上

の為の地域警察制度の拡充プロジェクト、日伯

方式の地デジ導入にあたって専門家派遣や研修

およびセミナー開催、その他環境対策プロジェ

クト等々。参加者：ＪＩＣＡ田中明彦理事長、

高野 剛中南米部長、畝 伊智朗理事室長、室

澤智史ブラジル事務所長、在サンパウロ総領事

館の福嶌教輝総領事、同館の坪 井俊宣経済担当

領事、会議所から近藤正樹会頭（伯国三菱商事

社長：商社全般）、伊吹洋二専任理事 特命担

当委員長（丸紅ブラジル会社社長:インフラ関 

連）、村上廣高専任理事 日伯法律委員長（ブ

ラジルパナソニック社長：電機関連）、西岡信

之専任理事 企業経営委員長/機械金属部会長

（ブラジル三菱重工 社長：造船/人材育成）、

平田藤義事務局長。 

近藤会頭/平田事

務局長 

   

06 日曜日     

07      

08 相互啓発委員会活動について意見交換/遠藤秀憲

委員長、桑原泰治副委員長、平田藤義事務局

長、日下野成次総務担当 

4人    

09 会頭主催の会議所事務局新年会に職員が出席/平

田藤義事務局長以下、事務局職員が出席した、

昨年 12月 21日に行った会議所事務局の忘年会

に欠席した会頭の主催で今回新年会が企画され

た。 

近藤正樹会頭、

事務局職員 

   

10 異業種交流委員会活動について意見交換/異業種

交流委員会の江上知剛委員長、板垣勝秀氏（パ

ナメジカル）、櫻井淳氏（伯国三菱商事会

社）、平田藤義事務局長、日下野成次総務担当 

5人    

11      

12 土曜日     
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13 日曜日 茶道裏千家初釜新年会/初釜の後、会場

を移し新年祝賀会が行われた同イベントには福

嶌教輝サンパウロ総領事をはじめ、各日系団体

代表者らが集い約 330名が出席 

近藤会頭/平田事

務局長 

   

14 パイロットペン新工場竣工式/にエドゥアルド・

ヨシダ ディレクター（パイロットペンブラジ

ル）が同社の沿革について説明、続いて早乙女

辰男社長が挨拶/日本本社よりお祝いに駆け付け

た渡辺広基代表取締役社長も続けて挨拶を行

い、ブラジル工場の重要性について触れてい

る。その後福嶌教輝サンパウロ総領事とペド

ロ・ビガルジ市長（ジュンジアイー市）が祝辞

を述べ、盛大に竣工式が執り行われた。 

近藤会頭/平田事

務局長 

  サンパウロ州ジュン

ジアイー市 

15 松尾治 元百周年記念協会実行委員長が移民百年

史を手渡し/ブラジル日本移民百年史 第一巻 農

業編出版の報告を行い、同書 3冊を応対した平

田藤義事務局長へ手渡した。また後日の 17日

は、生活と文化編もあわせて贈呈/ブラジル日本

移民百周年記念事業の一環である同百年史の編

纂・出版プロジェクトは会議所が管理していた

日伯修好百周年記念基金より 2009年に 17万 5

千レアイスの助成を受けている。 

平田事務局長    

16 2013年新年会に 160人が参加して盛大に開催/

会頭挨拶で近藤正樹会頭は日伯国会議員連盟会

長のブラキチの麻生太郎氏元総理が安倍内閣で

ナンバー２の副総理兼財務相を担当、また 2008

年の当時の甘利明経済産業大臣の来伯をきっか

けに、日伯貿易投資促進合同委員会が始まり、

その甘利大臣が経済再生担当相を担当してお

り、日伯関係に追い風が吹いていると説明、三

輪昭大使はブラキチの麻生太郎元総理が安倍内

閣で副総理兼財務相に就任したのは非常に心強

いと述べた。/平田藤義事務局長が務め、新年会

開催挨拶として蛇年に相応しいキーワードを敢

えて、あてはめると『脱皮の年、生まれ変わり

の年』あるいは『復活・再生の年』である」と

説明。 

160人   ブルーツリーホテル 

17      

18 日系主要 5団体により打ち合わせ会議に日系社

会委員会が出席 

 

 

業種別部会長シンポジウムの発表資料作成で金

融部会開催/部会組織変更では山崎部会長（ブラ

デスコ銀行）、原島副部会長（東京海上）、高

橋副部会長（ブラデスコ銀行）を選出、今年の

部会活動として 3回のセミナー並びに内容につ

いて意見交換 

天野委員長、小

金沢副委員長、

石嶋副委員長 

 

 

10人 

  文協 

19 土曜日     

20 日曜日     
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21      

22      

23 今年初めての日伯法律委員会に 65人が参加して

開催/ Deloitte Touche Tohmatsu のデシオ・レ

コンベーリ・ジュニオール税制コンサルタント

部門責任者が「移転価格税制－細則第 1312号に

よる変更点」について/ KPMG のルーシオ・バス

トス税制部門共営者が「港湾戦争の終焉－州間

取引 ICMS(商品流通サービス税)税率一律 4％へ

変更」について/ Gaia, Silva, Gaede & 

Associados - Advocacia e Consultoria 

Jurídica のジョルジ・ルイス・デ・ブリット・

ジュニオール・シニア弁護士が「サンパウロ州

における ICMS負債の特赦と分割納入について/ 

Pinheiro Neto Advogados のジエゴ・フィリッ

ペ・カセビ弁護士が「連邦税の相殺－判例に照

らした注意点」について/ Trench, Rossi e 

Watanabe Advogados のブルノ・マエダ・コンプ

ライアンスグループ共営者が「法案 6.826/2010

号による反汚職法案の主な点」についてそれぞ

れ講演した。 

65人    

24 コンサルタント部会（澤田吉啓部会長）主催の

移転価格税制適用免除規定の変更に関するセミ

ナーに 55人が参加して開催/デロイトトーシュ

トーマツの都築慎一ダイレクターが講演、澤田

吉啓部会長は開催挨拶でこの講演会には、二桁

以上の会員がウェイティングリストに登録され

ていると説明/2012年 12月 28日に公布された

改正移転価格税制施行規則（IN1312)の主要留意

点を説明 

55人    

25 サンパウロ市設立記念日     

26 土曜日     

27 日曜日     

28 繊維部会に 10人が参加して業種別部会長シンポ

の発表資料作成/ 

コンサルタント部会は部会長シンポの発表テー

マで意見交換/発表テーマとして、ダボス会議で

話題になった世界の企業経営者アンケートによ

る注目度が高いブラジルについて、また法律改

正中の法案並びに今後の影響、港湾戦争を解決

する一律 4.0%の ICMS税の影響、税制改革など

について意見交換  

10人 

 

 

11人 

   

29      

30 サンパウロ州工業連盟と会議所会員企業の意見

交換会/FIESP連盟のパウロ・スカフェ会長は開

会の挨拶で、商工会議所の名誉顧問のサンパ ウ

ロ総領事館の福嶌教輝総領事が当会議所とＦＩ

ＥＳＰ間の更なる重層的な関係強化を図る目的

から FIESP連盟を訪問して、スカフェ会長に日

伯の関係強化 を要請、スカフェ会長から快諾を

受けて、今回の意見交換会並びに懇親昼食会が

実現した経緯を説明/近藤会頭は、今回の商工会

議所と FIESP連盟のビジネス環境改善のための

意見交換会 は、日伯関係の更なる緊密化につな

がり、40年に及ぶ経団連と CNI(全国工業連盟)

の日本ブラジル合同経済委員会、 ブラジル開

85人    
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発商工省（MDIC）と 日本経済産業省（METI）共

催の日伯貿易投資促進合同委員会（日伯貿投

委）が活発化してきており、日伯社会保障協定

の締結、3年間のマルチヴィザ発給な どに結び

ついたと説明。/福嶌教輝総領事はスカフェ会長

が意見交換会並びに懇親昼食会の開催を快く承

諾していただいたことにお礼を述べた。 

31 サンパウロ総領事館主催による「海外邦人安全

対策連絡協議会」/意見交換会では総領事館並び

に JICA、商工会議所との連携の強化、総領事館

のメール サービスの活用、在留届の促進の必要

性、サンパウロの安全対策情報の共有、安全対

策セミナーの開催、サンパウロ総領事館の管轄

である南マット・グロッソ州 並びにマット・グ

ロッソ州への進出企業の被害届の促進、駐在員

並びに日本人学校の生徒の増加に伴う安全強化

など非常に活発な意見交換が行われた。 

 

企業経営委員会（西岡 信之委員長）の労働問題

研究会/Lautenschlager, Romeiro e Iwamizu 

Advogados 弁護士事務所のファブリシオ・パラ

シオス・トガシ弁護士が「超過勤務（就業時

間）の相殺」について/Felsberg, Pedretti e 

Mannrich Advogados e Consultores Legais の

マウリシオ・ペペ・レオン・アソシエート弁護

士並びにロベルト・ロセッティ・アソシエート

弁護士が「労働裁判における鑑定書－その注意

点と ベストプラクテイス」についてそれぞれ講

演 

13人 

 

 

 

 

 

 

 

45人 

  総領事館多目的ホー

ル 
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2013 年２月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 運輸サービス部会（森田透部会長）/業種別部会

長シンポジウムの発表資料の作成や今年の部会

活動などで意見交換 

 

南米研究会 

14人 

 

 

平田事務局長 

  

 

 

 

 

 

シントリ・レストラ

ン 

02 土曜日     

03 日曜日     

04 食品部会（天野一郎部会長）/業種別部会長シン

ポジウムの発表資料の作成や今年の部会活動な

どで意見交換 

13人    

05 2012年第 4四半期の業務・会計監査/監事会か

ら中村敏幸監事会議長、藤井敏晴監事、原敬一

監事（ブラジル三井住友保険）、堀内勝前監事

（みずほコーポレート銀行）、財務委員会から

は村田俊典財務委員長が参加 

 

建設不動産部会（三上悟部会長）/業種別部会長

シンポジウムの発表資料の作成や今年の部会活

動などで意見交換 

 

WORLD BASEBALL CLASSIC 2013 ブラジル代表チ

ームの壮行会 

8人 

 

 

 

10人 

 

 

 

近藤会頭 

   

 

 

 

 

 

 

 

総領事公邸 

06 平田藤義事務局長がサンパウロ州工業・石油化

学用化学品工業組合（Sinproquim）主催の「港

湾戦争: 輸入品に対する州間取引 ICMS（商品流

通サービス税）一律 4％」についてのセミナー

に参加/オズヴァルド・キタハラ サンパウロ州

財務局税務行政執行部（DEAT）貿易課代表と同

州財務局税務行政コ―ディネート課代表のレオ

ナルド・グレゴリオ氏及びロベルト・ビアヴァ

氏が講師を務めた。講演後、平田事務局長はキ

タハラ代表へ会議所での同様なセミナーの開催

をお願いした。 

平田事務局長    

07 電気電子部会（篠原一宇部会長）/業種別部会長

シンポジウムの発表資料の作成や今年の部会活

動などで意見交換 

12人    

08 外務省南米課・清水南米課長との昼食会 

官側：清水南米課長 服部事務官 澤田 JETRO

所長 佐野首席 坪井/ 民側：三菱商事 三井

物産 双日 丸紅 伊藤忠 平田事務局長  

11人   Templo de carne 

Marcos Bassi  
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09 土曜日     

10 日曜日     

11      

12      

13      

14 貿易部会（伊吹洋二部会長）/業種別部会長シン

ポジウムの発表資料の作成や今年の部会活動な

どで意見交換 

 

機械金属部会（西岡信之部会長）/業種別部会長

シンポジウムの発表資料の作成や今年の部会活

動などで意見交換 

 

化学品部会（藤下 温雄部会長）/業種別部会長

シンポジウムの発表資料の作成や今年の部会活

動などで意見交換 

15人 

 

 

22人 

 

 

18人 

   

15 2月の懇親昼食会/レイミギ SUAPE GLOBAL ディ

レクターは、「スアペ港のプロジェクト並びに

投資機会」と題して講演 

130人   マクソウドホテル 

16 土曜日     

17 日曜日 第 27回カマラゴルフ大会/優勝は八代

さん（MITSUBISHI CORPORATION）、2位には花

井さん（SUMITOMO CORPORATION）、3位には大

滝さん（CONSTRUTORA HOSS） 

45人   PLゴルフクラブ 

18 2013年上期の業種別部会長シンポジウムの案内

で邦字新聞社のニッケイ新聞社並びにサンパウ

ロ新聞社を訪問 

 

自動車部会（武田川雅博部会長）/業種別部会長

シンポジウムの発表資料の作成や今年の部会活

動などで意見交換 

天野日系社会委員長が上田雅三司連邦高等裁判

所判事の顕彰式典に出席  

上野秀雄総務委

員長/平田藤義事

務局長 

 

17人 

   

 

 

 

 

 

文協ビル 2階貴賓室 

19 JCI(ブラジル青年会議所）新会頭の就任式/ 

2012年のダニエル・カワチ氏に代わり、2013年

はラファエル・ジュン・マベ氏が新会頭へ就

任、式典の中で平田事務局長は近藤正樹ブラジ

ル日本商工会議所会頭からの祝辞を代読し、新

会頭の就任を祝った。 

平田事務局長    

20 環境員会（廣瀬 孝委員長）開催/今年の委員会

活動などについて意見交換/廣瀬委員長、金丸副
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委員長、飯田副委員長、座間副委員長、平沼副

委員長、平田事務局長、日下野総務担当 

21 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）/ Abe, 

Costa, Guimarães e Rocha Neto Advogados コ

ーポレート部門のフェルナンド・ザノティリー

ダーが「企業合併プランとそれに伴うリスク」

について/ TozziniFreire Advogados のラファ

エル・ベラニンシニア弁護士が 「法令 12.767

号 - 対連邦政府 債権申し立ての承認」につい

て/ PwC Brasil 間接税部門のエジソン・アポリ

ナリオ弁護士が連邦決議 13号「港湾戦争」 - 

規定と２０１３年の展望について/ Ernst & 

Young Terco 税制政策部門のフラヴィオ・デ・

サ・ムニョス共営者が ICMS(商品流通サービス)

に関する税制改革についてそれぞれ講演 

 

異業種交流会（江上知剛委員長）第一回会合開

催/ 2013年活動にあたっての方針確認及び今後

の進め方について意見交換/江上委員長、山下副

委員長、板垣副委員長、秋吉副委員長、平田事

務局長、日下野総務担当 

56人 

 

 

 

 

 

 

 

 

5人 

   

22 司会を務めた総務委員会（上野秀雄委員長）並

びに企画戦略委員会（林 正樹委員長）共催に

よる 2013年上期の業種別部会長シンポジウム開

催/発表者は金融部会の山崎展生部会長/コンサ

ルタント部会の田島パウラ部会長代理/自動車部

会の岡本紀子部会長代理/機械金属部会の西岡信

之部会長/電気電子部会の篠原一宇部会長/貿易

部会の伊吹洋二部会長/化学品部会は藤下温雄部

会長/運輸サービス部会は森田透部会長/繊維部

会は金屋悦二部会長/建設不動産部会は三上悟部

会長/食品部会は天野一郎部会長/講評は在サン

パウロ総領事館の福嶌教輝総領事/上野秀雄総務

委員長は閉会の辞 

150人   インターコンチネン

タルホテル 

23 土曜日     

24 日曜日     

25 平成 24年度官民合同会議/三輪 昭在ブラジル

日本国特命全権大使 / ブラジル日本商工会議

所名誉会頭、 中南米局南米課の今田克彦首席参

事官、 片平 聡公使参事官、福嶌教輝在サンパ

ウロ日本国総領事 / ブラジル日本商工会議所

名誉顧問、商工会議所からは近藤正樹会頭はじ

め 32人が参加 

 

日系主要 5団体を初め 28団体による共催で、サ

ンパウロ日系市会議員の当選祝賀会 

 

 

 

 

 

天野日系社会委

員長、平田事務

局長 

  松原ホテル 

 

 

 

 

ブラジル日本文化協

会２階の貴賓室 

26      
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27      

28 企業経営委員会（西岡 信之委員長）の労働問題

研究会/DeloitteToucheTohmatsu 労働問題・社

会保障コンサルタント部門のフェルナンド・ア

ザール共営者並びにペドロ・ルアルテ責任者が

「派遣社員雇用のリスク」について、Pinheiro 

Neto Advogados 社会保障部門のスリスティア

ネ・マツモトシニアアソシエート弁護士並びに

ウイリアム・クリスタニ社会保障及び税制部門

アソシエート弁護士が「総売上に対する社会負

担金課税について  － その現状」についてそ

れぞれ講演 

62人    
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2013 年 3 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 JICA主催の第 1回中南米民間連携調査団との意

見交換会/中南米民間連携調査団 17人、双日ブ

ラジルの江上知剛顧問（専任理事、異業種交流

委員長）並びにブラジル日本通運の細谷浩司社

長、平田事務局長が参加/平田事務局長は、パワ

ーポイントでブラジル日本商工会議所の沿革、

会議所のスローガン、会員数の推移などを説明 

20人    

02 土曜日     

03 日曜日     

04      

05 サンパウロ州工業・石油化学用化学品工業組合

（Sinproquim）主催で行われたケンブリッジ大

学経済学部のエドアルド・ジアネッテ・ダ・フ

ォンセカ教授によるテーマ「ブラジル政治経済

の現状」の講演会に平田藤義事務局長、異業種

交流委員長の江上知剛専任理事が参加、 

    

06 金融部会の山崎 展生部会長が今年の部会活動

で意見交換/平田事務局長 

    

07 総領事公邸で開催された近藤正樹会頭の送別会

に、会頭をはじめ常任理事と平田藤義事務局長

が出席。 

9名    

08      

09 土曜日 天野一郎日系社会委員長が東日本大震

災犠牲者三回忌追悼法要に参加 /追悼法要は 2

部構成で行われ、第１部の追悼法要開始までの

30分間は震災に関するビデオを放映、園田昭憲

県連会長が追悼の辞を述べた後に一般焼香が行 

われ、第２部の追悼式典までの間には、ＮＨＫ

の復興支援ソング「花は咲く」のビデオが上

映、追 悼式典では、福嶌教輝在サンパウロ総領

事、被災県県人会代表のあいさつに続いて、福

島県立小高工業高３年の高野桜さん（18）と岩

手県立高田高３年の佐々 木沙耶さん（18）の２

人が被災地からのメッセージを届けた。 

    

10 日曜日     

11 運輸サービス部会（森田透部会長）は、2月 22

日に開催された業種別部会長シンポジウムの反

省会並びに今年の部会活動について意見交換 

 

日伯経済交流促進委員会 （ 藤井 晋介委員長）

開催/近藤 正樹会頭、藤井 晋介委員長、 矢

部 健太郎副委員長、平田 藤義事務局長が参

加して、今後の更なる両国の経済交流の促進な

8人    
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どについて意見交換 

12 ジェトロ・サンパウロ事務所（澤田吉啓所長）

とコンサルタント部会（澤田吉啓部会長）共催

の中南米市場セミナー（チリ・ベネズエラ）開

催 

 

サンパウロ総領事公邸で開催され日系諸団体代

表者との懇談会に会議所から近藤正樹会頭と天

野一郎日系社会委員会長が出席 

55人    

 

 

 

サンパウロ総領事公

邸 

13      

14      

15 3月の懇親昼食会（第 63回定期総会及び定例理

事会）に 140人が参加して開催/、長崎大学の藤

野哲也 名誉教授、リカルド・テーハ（Ricardo 

Terra）SENAI（工業実習サービス機関）サンパ

ウロ支部技術部長がそれぞれ講演/中西俊一 渉

外広報委員長がブラジル略語集の出版発表につ

いて説明 

会頭交代にあたって新旧会頭による記者会見を

実施 

140人 

 

 

 

近藤正樹会頭、

藤井晋介新会

頭、ニッケイ新

聞、サンパウロ

新聞 

  インターコンチネン

タルホテル 

 

 

 

インターコンチネン

タルホテル 

16 土曜日     

17 日曜日     

18      

19      

20      

21 平田藤義事務局長がアメリカ商工会議所で行わ

れた税制委員会並びに貿易委員会の合同会議に

参加 /テーマ「ICMS税の変更並びに民間企業セ

クターに与えるインパクト」と題する合同会議

/、AMCHAMによるブラジルの競争力プログラム

の一環として、4月 25日に ICMS 税セミナーが

開催予定 

3月の日伯法律委員会に 42人が参加して開催

/Abe, Costa, Guimarães e Rocha Neto 

Advogados 弁護士事務所のアドリアノ・ベレー

ラ弁護士が民事再生－債権者の視点からについ

て/Ferraz de Camargo Azevedo e Matsunaga 

Advogados 税部門のアントニオ・アゼヴェード

共営者は、 INSS /社会保障院 - 解雇補償金へ

の課税について/Trench, Rossi e Watanabe 

Advogados のアナ・カロリーナ・ウチマチ・シ

ニアアソシエート弁護士 は、ICMS商品流通サ

ービス税の分割支払システム PEP（ Programa 

Especial de Parcelamento）- サンパウロ州に
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おける新たな減税制度について/Gaia, Silva, 

Gaede & Associados のマウリシオ・バーロス弁

護・司法コンサルタント担当マネージャー 

は、. サンパウロ州法令 58.918/2013 号 - 

ICMSをめぐる税制戦争の新たな局面について、

それぞれ講演 

22      

23 土曜日     

24 日曜日     

25 相互啓発委員会の遠藤秀憲委員長、桑原泰治副

委員長が訪問 /平田藤義事務局長と今年の委員

会活動や見学会などについて意見交換 

    

26 常任理事主催による近藤正樹会頭及び澤田吉啓

元専任理事の送別会が開催/出席者は、近藤正樹

会頭、藤井晋介副会頭、中西俊一副会頭、村田

俊典副会頭、天野一郎副会頭、上野秀雄専任理

事、江上知剛専任理事、村上廣高専任理事、林 

正樹専任理事、遠藤秀憲専任理事、澤田吉啓元

専任理事、堀内勝元監事会メンバー、佐野浩明

サンパウロ総領事館首席領事、遠藤諭副領事、

平田藤義事務局長。 

    

27      

28 平田藤義事務局長が JETプログラム国際交流員

壮行会に参加 /佐野浩明在サンパウロ総領事館

首席領事が壮行会の開催挨拶を行い、日本の地

方公共団体 に配属されるナリタ・カレン・マヤ

さん（配属先 北海道帯広市 市民活動部 親

善交流課）、キクチ・ダニエラ・ミワさん（山

梨県 国際交流協会）、ウチ ダ・アラン・ヒデ

キさん（静岡県 企画広報部 地域外交局 多

文化共生課）がそれぞれ自己紹介を行った。 

企業経営委員会（西岡 信之委員長）の労働問題

研究会/NK Assessoria Contábil e Fiscal Ltda 

のヴァンデル・ミズシマ弁護士が「従業員が死

亡した際の契約解消手続き」について/Ferreira 

Rodrigues Sociedade de Advogados のヴォルネ

イ・フェレイラ共営ディレクターは「時間外・

社外労働 －  低リスクで行うには、その法規

制」についてそれぞれ講演 

 

 

 

 

 

３３人 

  総領事館多目的ホー

ル 

29 イースター     

30 土曜日     

31 日曜日     
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2013 年 4月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01      

02 相互啓発委員会（遠藤秀憲委員長）開催/本年度

の視察見学会などについての意見交換/参加者は

桑原泰治副委員長、平田藤義事務局長、日下野

成次総務補佐 

    

03 サンパウロ州工業連盟（FIESP）のルイス・カル

ロス・トリポド氏がコーディネーターを務める

海外投資家（GPAII）グループの会合に参加、移

転価格税制の変更点並びに２月２６日開催のセ

ミナーの結論が実務に与える影響の見通しなど

について意見交換 

 

異業種交流委員会（ 江上知剛委員長）/三井住

友ブラジル保険株式会社でポルトガル語研修を

行っている著名な女子柔道選手の上野順恵氏を

特別ゲストに迎えて、4月 11日午後 7時から 9

時までブラジル日本語センターで講演会を行う

ための打ち合わせを行った。/参加者は江上知剛

委員長（双日ブラジル）、 櫻井淳副委員長（伯

国三菱商事）、村田エリカ副委員長（鈴与ブラ

ジル）、 秋吉修司副委員長（双日ブラジル）、

平田藤義事務局長 

平田事務局長 

 

 

 

 

5人 

   

04      

05 国際電気・電子エネルギー・オートメーション

工業見本市（FIEE）に平田事務局長は京セラ本

社名で同現邦（当面、工具中心の輸入販売や旧

ヤシカのソロカバ工場でプラスチック成型品の

製造販売）の田中栄治社長から見本市への出展

案内招待状を受け、昨今の電気電子市場動向の

調査を兼ね見学。 

平田事務局長    

06 土曜日     

07 日曜日     

08      

09      

10 FIESP（サンパウロ州工業連盟)で開催された、

ペトロブラスビジネス・経営プラン発表式典に

会議所から平田藤義事務局長が出席した。式典

にはペトロブラスのフォスター総裁自らが出席

しビジネスプランについて発表を行った。 

平田事務局長    

11 異業種交流会/講演者の上野順恵氏（ロンドンオ

リンピック女子柔道 63㎏級銅メダリスト）は本

社三井住友海上火災保険株式会社より派遣さ

43人   日本語センター 
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れ、現在 MITSUI SUMITOMO SEGURO S/A（原敬一

社長）にて業務研修＆語学研修中 

12 懇親昼食会/特別参加者として講演者の

Magazine Luiza 社のルイザ・エレナ・トラジャ

ーノ社長、ブルーツリーホテルの青木 智栄子

社長、国際協力銀行（JBIC）リオ事務所の安井 

豊首席駐在員、 JICAブラジリア事務所の遠藤 

浩昭次長、福嶌教輝 在サンパウロ日本国総領事

代理の坪井 俊宣領事、文協（日伯文化福祉協

会）の木多 喜八郎会長、県連の園田 昭憲会

長、ブラジル日本商工会議所第 13代会 頭の貞

方 賢彦氏、日本商工会議所第 15代会頭の田中 

信氏、ブラジル青年会議所のラファエル・ジュ

ン・マベ会頭、 新日鐵住友金属の橋本 英二

常務 

120人   ブルーツリー・ファ

リアリマ・ホテル 

13 土曜日     

14 日曜日     

15 FIESPのジアネッチ国際担当理事と会合/ 会合

では日伯経済関係強化をテーマに（特に日伯Ｅ

ＰＡ協定の可能性について）意 見交換が行われ

有意義な内容となった。出席者はＦＩＥＳＰよ

り、ロベルト・ジアネッチ国際担当理事、ジョ

ゼ・アウグスト副理事、トーマス・ザノット副

理 事、フレデリッコ・アラナ・メイラ同マネー

ジャー、ジョゼ・ルイス・ピメンタ同国際交渉

コーディネーター、輸出振興庁/CNI/FIESP のビ

ジネス支援窓 口のサミール・ハムラ、在サンパ

ウロ日本国総領事館総領事館から福嶌教輝総領

事（会議所名誉顧問）、坪井俊宣領事、山口晃

義専門調査員、ジェトロより紀井 寿雄調査担当

ディレクター、会議所から藤井晋介会頭（２０

１３年４月１日付けで会頭に就任/日伯経済交流

促進委員長）、矢部健太郎 同委員会副委員

長、平 田藤義事務局長、日下野成次総務補佐。 

   ＦＩＥＳＰ（サンパ

ウロ州工業連盟） 

16 松尾治 元百周年記念協会実行委員長が移民百年

史第四巻・五巻を持参/ブラジル日本移民百年史

第四巻（生活と文化編２）・五巻（総論・社会

史編）の編集版の報告を行い、また平田藤義事

務局長に 3冊を贈呈 

平田事務局長    

17 日伯法律委員会（村上廣高委員長）並びにコン

サルタント部会（都築慎一部会長代理）主催の

2013年上期税制変更に関するセミナー/PWC 

BRASIL税制部門担当のエジニルソン・アポリナ

リオ取締役は、「サービス税とその論争点 －

2012/2013 年の主な法決議」について/GAIA, 

SILVA, GAEDE & ASSOCIADOS - ADVOCACIA E 

CONSULTORIA JURÍDICA 税制部門担当のジェオル

ジオス・アナスタシアジスは、「社会保障負担

金の売上高ベース納付の問題点（給与ベースか

らの代替）」について、 社会保障院（INSS）へ

の売り上げベースの支払いの計算方法の実例、

分割支払い方法、累積審査規則、暫定令 612号

などについて/TOZZINIFREIRE ADVOGADOS のジェ

リー・レヴェルス・デ・アブレウ共営者は、

「連邦決議 13号の適用における問題点」につい

120人 

 

 

 

 

 

 

 

 

  マクソウドホテル 
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て/ERNST & YOUNG TERCO のデメトリオ・ゴメ

ス・バルボーザ取締役は、「移転価格税制の変

更点」について/TRENCH, ROSSI E WATANABE 

ADVOGADOS のルシアナ・シモエス・デ・ソウザ

弁護士は「高等裁判所における社会保障に関す

る議論－判例の経緯」について/PINHEIRO NETO 

ADVOGADOS のジアンカルロ・シャマ・マタラー

ゾ共営者が「国内及び国外オペレーションにお

けるロイヤリティの関税」について/KPMG税制

部門担当のエリオ・ハナダ取締役は、

「Siscoserv －サービス・無形資産ならびに財

産に相違を生じさせるその他のオペレーション

にまつわる貿易統合処理システム。経常収支の

中のサービス収支、所得収支、経 常移転収支に

あたる取引に関する情報を統合的に処理するシ

ステム」についてそれぞれ講演した 

 

第１１回サンパウロ国際自動車部品見本市

（AUTOMEC）に、アイシン・ド・ブラジルブース

への招待を受け、平田藤義事務局長が参加/アイ

シン・グループのブースではアイシン・ド・ブ

ラジルの川村秀樹社長およびアイシ ン・オート

モチーブの長田 健社長に加え、同社の日比野 

桂一副社長や アイシン・エーアイ（株）グロー

バル事業推進部の田中裕亮氏やアイシン精機の

方々から展示品の中でも最も注意を引くトラン

スミッションやエンジンについて 丁寧な説明を

受け、また川村社長とは諸地域との EPA協定に

関しても意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田事務局長 

18      

19      

20 土曜日     

21 日曜日     

22 2013年～2016年度の全国自動車工業会

（Anfavea）並びに全国自動車・トラック・トラ

クター工業組合（Sinfavea）の執行部就任式

/Anfavea及び Sinfavea の新会長は GM取締役の

ルイス・モアン・ヤビク・ジュニア氏。 

平田事務局長   モンテ・リバノ・ク

ラブ 

23      

24 環境委員会（廣瀬 孝委員長）が開催/会員企業

でもある PwC社を招き同委員会が企画中のセミ

ナー内容について、固形廃棄物処理や再生可能

エネルギーなど会員企業にとって有意義なテー

マ選定を目指して意見交換/参加者は廣瀬孝委員

長、飯田将基副委員長、座間創副委員長、平沼

州副委員長、平田藤義 事務局長、日下野成次総

務担当、PwC社からはカルロス・エンリケ・ロ

ッシン（アドバイザリー）、片岡万枝（アドバ

イザリー）、フラヴィア・タケウチ（サ ステイ

平田事務局長    
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ナブル・ビジネス・ソルーションズ） 

25 天野日系社会委員会が日系主要 5団体会議に出

席/主に今年行われるブラジル日本移民 105周年

記念行事について協議 

第 17回エキスポヴィニスにて相互啓発委員会

SANJOワイン工場視察見学会の打合せ/遠藤秀憲

相互啓発委員長と平田藤義事務局長が第 17回エ

キスポヴィニス内の SANJO展示ブースを訪問/今

年 7月下旬に企画中の相互啓発委員会によるサ

ンタカタリーナのサンジョアキン農業協同組合

（SANJO）ワイン工場視察見学会を前にして、同

組合サンパウロ支部の平延渉氏と視察会につい

ての打ち合わせを行った。 

企業経営委員会主催の労働問題研究会/Emdoc 

Serviços Especializados Ltda の RENÊ RAMOS 

弁護士及び共営者が「国家移民審議会決議 99号

について ― 変更点と従来どおりの点」につ

いて/Kanamaru Advogados の CARLOS ALEXANDRO 

SCWINZEKEL 弁護士及び労働部門コーディネータ

ーが、「労災休業補償 – 医師による完治証明

書」についてそれぞれ講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

38人 

  文協会議室 

26      

27 土曜日     

28 日曜日     

29      

30 平田事務局長はペトロブラスのサントス海盆原

油生産ゼネラル・マネージャーのオズワルド川

上氏を訪問、同氏に６月１４日会議所定例昼食

会の講演を依頼/オズワルド・川上氏は日本のペ

トロブラス支社、南西石油の CEO兼社長、 BJE

（ Brazil Japan Ethanol Corporation）の代表

者、在日本ブラジル商業所会頭を歴任後、１２

年振りに帰国したばかり。 

天野日系社会委員長が日系関係団体の日本移民

100周年記念協会の総会と日伯文化社会統合協

会の総会総に出席 

平田事務局長    
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2013 年 5 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 メーデー 茂木敏充経済産業大臣が来伯、経済

ミッションも随行/茂木敏充大臣が挨拶、世界第

６位の GDPを誇り、２０１１年には日本からの

直接投資が７５億ドルの規模になったブラジル

に対し、最も遠い地理的な要因を克服、特に日

本からの中小企業海外展開支援を促進したいと

決意を表明。/平田事務局長は同大臣に事前周知

頂くために去る４月１５日に行われたサンパウ

ロ工業連盟との日伯 EPA協定に関する会合概要

について説明/懇談会の終了直後に中小企業海外

展開プラットホーム事業の立ち上げ式があり、

茂木大臣の挨拶とともに海外第１号の華々しい

盛大なテープカットが執り行われた。/会議所か

ら藤井会頭他、中西副会頭（渉外広報委員 

長）、村田副会頭（財務委員長）、江上専任理

事（異業種交流委員長）、伊吹専任理事（特命

担当委員長兼貿易部会長）、廣瀬専任理事（環

境委員長）、村上専 任理事（日伯法律委員

長）、林専任理事（企画戦略委員長）、遠藤専

任理事（相互啓発委員長）、黒子企業経営委員

長の執行役員１０名に加え平田事務局長が参 加 

60人   市内ホテル 

02 日本とブラジルが相互の投資促進で合意/ブラジ

リアで、相互の投資促進と両国間の産業分野の

協力を目的とした、2通の覚書に署名した。最

初の合意は、茂木敏充産業経済大臣とフェルナ

ンド・ピメンテル開発商工大臣が署名したもの

で、日本ブラジル投資・産業協力合同委員会の

設立に向けたもの。 

茂木経産大臣がピメンテル開発商工省大臣を訪

問/日本の茂木敏充経済産業大臣と、日本の 14

団体と実業家 68人からなる随員と会見/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

ブラジリア 

03      

04 土曜日     

05 日曜日     

06      

07 監事会は 2013年第 1四半期の業務・会計監査を

実施 /、監事会は「2013年の第 1四半期の会議

所の業務の遂行と会計処理は適正であったこ

と」を承認。/で監事会から中村敏幸監事会議長

（デロイト）、藤井敏晴監事(KPMG)、原敬一監

事(ブラジル三井住友保険)、財務委員会からは

村田俊典財務委員長(ブラジル三菱東京 UFJ銀

行)/ 、事務局からは平田藤義事務局長、エレー 

ナ・ウエダ会計担当、日下野成次総務担当が参

加 
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08 運輸サービス部会/9月に予定されているサント

ス港湾見学会の視察、日程、バスや食事の手配

などについて意見交換/参加者は森田透部会長

(山九)/川手純一副部会長(NYL Line)/ 細谷浩司

副部会長(日通)/平田藤義事務局長/日下野成次

総務担当 

5人    

09 異業種交流委員会/日下野良武氏（ジャーナリス

ト）を講師に迎えて、サンパウロ新聞をはじめ

として 42年のジャーナリスト歴の経験を元に日

本人の日系社会との関わり等多岐に亘る講演を

した。 

   日本語センター 

10 懇親昼食会/独立行政法人海洋研究開発機構

（JAMSTEC） の北里 洋 海洋・極限環境生物

圏領域長、同機構の磯﨑  芳男 海洋工学セン

ター長が講演/前在ブラジル日本国特命全権大使

/元 ブラジル日本商工会議所名誉会頭の島内 

憲氏が挨拶。 

150人   インターコンチネン

タルホテル 

11 土曜日     

12 日曜日 第 28回カマラゴルフ会 開催/岡さん

（SUMITOMO CORPORATION）が LILY38、

PANSY41、グロス 79、HC15、ネット 64と圧倒的

スコアーで優勝 

第 31回独伯合同会議がサンパウロで開催（2013

年 5月 12日～14日）/１２日の懇親会には今回

もドイツ会議所の会員同等扱いで平田事務局長

がパーソナリティー表彰式に参加、旧知の同所

役員や顧問等と独伯関係の現状や将来動向につ

いて意見交換/１３日の開会式にはブラジル側か

らジウマ大統領以外にパトリオッタ外務大臣、

ピメンテル開発商工大臣、メルカダンテ教育大

臣等 に加え、去る９日に発足したばかりのアフ

ィッフィ・ギレルミ中小零細企業大臣（ＳＰ州

副知事）の他、アルキミン サンパウロ州知

事、ハダジ サンパウロ市 長、ロブソンＣＮＩ

会長、スカッフィＦＩＥＳＰ会長等が又ドイツ

からはヨハヒム・ガウク連邦大統領、ドイツ産

業連盟（ＢＤＩ）のウルリッヒ・グリロ会長が 

列席 

50人 

 

 

2000人 

  PLゴルフクラブ 

 

 

ワールド・トレー

ド・センター 

13      

14      

15      

16 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）/ Trench, 

Rossi e Watanabe Advogados アソシエートの

プリシーラ・ファリセリ税務訴訟弁護士 は、

「連邦最高裁における対輸入品 PIS/COFINS 課

税に関する判決」について/ Kanamaru 

Advogados のルイス・エンリケ・バセテ 税部

門責任者は、「連邦当局規範 1353号による変

更点と今後の展望」について/P wC Brasil のマ

ルセル・コルデイロ税部門共営者は、「給与 

－ コスト削減は可能か？」について/ 

65人    
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Pinheiro Neto Advogadosのラファエル・ビス

ポ税制部門シニア弁護士は、「ICMSにおける税

制戦争－ 決議第 13/2013号施行に関する疑問

と議会における現在の討議」についてそれぞれ

講演した。 

17      

18 土曜日     

19 日曜日     

20      

21      

22 FEIPLASTIC 国際見本市がサンパウロで開催 /見

本市に招待された平田藤義事務局長は UBE（森

本克二社長、出光 隆ミネラルグループリーダ

ー） 、Kuraray（帆足昭洋社長、汐見悠貴取締

役、矢ヶ部信宏（やかべ）アクア販売部主管、

ジェネスタ事業部の宗澤裕二氏）、Ｍitsui 

Chemicals（岡部雅行社長、安井繁行技術マネー

ジャー、神田（こうだ）拓ジェネラルマネージ

ャー、佐藤新吾機能性ポリマー事業部課長ＴＰ

Ｘチーム、 小野木隆行機能性ポリマー事業部課

長ミリオンチーム、樋口康弘ビジネス開発取締

役）から展示製品や技術詳細について説明を授

かった。 

   Ａｎｈｅｍｂｉ会場 

23 企業経営委員会（黒子多加志委員長）の労働問

題研究会/ BDO RCS Auditores Independentes

社のジャイロ・ソアレス共営者は、「中小企業

活性化支援プログラム（PAC-PME）」について/ 

Ernst & Young Terco 社のタチアナ・カルモー

ナ・シニアマネージャー並びにアンジェリカ・

アンドラーデ労働問題・社会保障部門マネージ

ャーは、「デジタル簿記 (ESCRITURAÇÃO FISCAL 

DIGITAL, EFD-Social) / 公共簿記システム

(Sistema Público de Escrituração Digital, 

SPED - Previdenciário)」についてそれぞれ講

演 

40人    

24 ブラジル市場などの知識を広めるためメキシコ

のモンテレイ工科大学学生リーダーミッション

一行２８人が会議所を訪問 /平田藤義事務局長

がブラジル日本商工会議所の沿革、会員の推

移、会議所の役割、組織 図、会議所の委員会並

びに部会の活動や役割、公益団体としての使命

と政府への提言、進出企業の増加傾向や業種別

の進出企業、事務局の役割として電話やＥ メー

ルに対する問合せに対する処理、増加の一途を

たどる表敬訪問の対応、ホームページの充実、

業種別の会議所訪問などについて説明/モンテレ

イ工科大学の Gisela Cante Reyes 教授、 Pedro 

Carreon Gutierrez 教授、Consejo Mexico-

Brasil（メキシコ・ブラジル商工会議所）の

Marco A.Ramirez 営業部長、Centro Cultura 

Brasil Reforma の Michelle Cervantes リージ

ョナル部長が参加 

    

25 土曜日     
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26 日曜日 JAMSTEC（独立行政法人海洋研究開発機

構）が所有する有人潜水調査船「しんかい

6500/よこすか」の特別公開に参加/サントス港

への寄港を記念し各諸団体が特別公開の招待を

受け、会議所からは伊吹洋二副会頭（丸紅ブラ

ジル）、アラン朝倉（AUTHENT)、池田隆之 （ジ

ェトロ・サンパウロ 会議所理事会社）、渡辺健

司（川崎重工 会議所理事会社）、鳴神 正

（ミマキブラジル）、伊藤輝久（ムラタ・ド・

ブラジル）、堀川良悦（サンワインターナ ショ

ナル）、見目朋実（ヤマト商事）、平田藤義事

務局長が参加。また続いて行われたサントス日

本人会主催の懇親昼食会にも出席 

   サントス 

27      

28      

29 Carta Capital 誌の Samantha Maia記者が平田

藤義事務局長並びにスターツ ブラジル社の森

口義信氏にブラジルの物価高についてインタビ

ュー 

    

30 聖体祭     

31 振替休日     
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2013 年 6 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 土曜日     

02 日曜日     

03      

04      

05      

06 FIESP（サンパウロ州工業連盟）米国セミナーに

出席/アメリカの経済、貿易、国際競争力などに

ついて講演が行われ米伯間の連携などについて

もプレゼンが行われた。 

AGC旭ガラスブラジルのメディア懇親昼食会/ 

2013年のコンフェデレーションズカップ及び

2014年のワールドカップブラジル大会への、

FIFA公式認定ガラスルーフのブランドライセン

スを取得した同社はメディア懇親昼食会として

マスコミ及び関係各所へお披露目を行った。 

平田事務局長 

 

 

 

 

平田事務局長 

  サンパウロ州工業連

盟 

07 第 14回工具機器・製造インテグレーションシス

テム見本市（FEIMAFE-）にムラタ・ド・ブラジ

ル（村田機械ブラジル）から招待を受け、平田

藤義事務局長が参加 

平田藤義事務局

長 

   

08 土曜日     

09 日曜日     

10      

11      

12      

13      

14 6月の懇親昼食会/オズワルド 川上/ ペトロ

ブラス サントス海盆原油生産ゼネラル・マネー

ジャーが「サントス海盆と日本 －A Bacia de 

Santos e o Japão 」題して講演 

ニッケイ新聞によるアマゾン日本人移民 80周年

記念誌『アマゾン－日本人移民 80周年』の出版

記念会に参加 

150人 

 

 

平田藤義事務局

長 

  マクソウド・ホテル 

 

 

日本移民史料館 

15 土曜日     

16 日曜日     

17 サンパウロ州議会で行われたブラジル日本移民

105周年記念式典に出席/主催者から会議所を含

む日系主要 5団体へ記念プレートが贈呈され

た。 

平田藤義事務局

長 

  サンパウロ州議会 
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18 開拓先亡者追悼大法要に藤井会頭が出席 

ブラジル日本移民 105周年記念行事の一環であ

る先駆者慰霊ミサ（ブラジル日本文化福祉協会

主催）がサン・ゴ ンサーロ教会で行われ日系諸

団体や在サンパウロ総領事館などから多数が出

席/平田事務局長は以下の文章を音読し祈りを捧

げた。 

『明日の社会を担っていく若者たちが その使

命と責任をわきまえ、 

新たな家庭を築き子弟の教育に意を注いでいく

信念と勇気を持って 

前進する事ができますように、主にいのりまし

ょう。』 

藤井晋介会頭 

平田藤義事務局

長 

  文協記念大講堂 

サン・ゴ ンサーロ教

会 

19      

20 Valor Econômico 主催の Roberto Azevêdo 世界

貿易機関（WTO)次期事務局長の講演会へ会議所

から矢部健太郎 日伯経済交流促進委員会副委員

長、平田藤義事務局長が出席/テーマは「世界貿

易の新たな局面」と題しパネルディスカッショ

ン形式でディベートが行われた。 

平田藤義事務局

長 

   

21      

22 土曜日     

23 日曜日     

24      

25 ドイツ会議所との会合 /今年下半期に開催予定

で企画中の両国会議所間の交流会、先般 5月 13

日開催された第３１回独伯合同会議、ＥＵとメ

ルコスールＦＴＡ協定或いはドイツとブラジル

単独による協定の可能性、昨今のブラジル国内

デモに関する見解等、幅広く意見交換を行っ

た。/ 

Mazak社は顧客向けサポート拠点「ブラジルテ

クノロジーセンター」を移設・拡充/名誉顧問の

福嶌教輝 在サンパウロ日本国総領事/坪井領事

が参加 

 

平田藤義事務局

長/日下野成次総

務担当 

   

 

 

 

ヴィニェード

（Vinhedo）市 

26      

27 企業経営委員会（黒子多加志委員長）の労働問

題研究会/ Pinheiro Neto Advogados のテレー

ザ・クリスティーナ・カルネイロ・シルヴァ・

シニア弁護士は、「職場におけるモラルハラス

メント」について/ TozziniFreire Advogados

のアンジェロ・アントニオ・カブラウ労働問題

弁護士は、「職場における健康管理と安全： 

これまでの経緯と憲法、法的観点から。民事責

任における論点など」についてそれぞれ講演 

35人    

28 運輸サービス部会（森田透部会長）/ 8月に開

催される 2013年下期の業種別部会長シンポジウ

18人/平田藤義

事務局長/日下野
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ムの発表資料作成のために各セクターの発表資

料制作の担当者の選出、次回の打ち合わせのス

ケジュール及び内容、9月に予定されているサ

ントス港湾視察スケジュール、準備事項の確認

などについて大いに意見交換 

平成 25年度春の叙勲伝達・祝賀会に事務局長が

出席 /日系社会の功労が称えられ、小野亨右

氏、宮尾進氏、シライシ・カゾシ氏がそれぞれ

叙勲した。 

ブラジル日本文化福祉協会（文協）で開催され

た日系団体共催の平成 25年度春の祝賀会に参加 

成次総務担当 

 

 

平田藤義事務局

長 

 

平田藤義事務局

長 

 

 

 

サンパウロ総領事公

邸 

 

ブラジル日本文化福

祉協会（文協） 

29 土曜日     

30 日曜日     
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2013 年 7 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 コンサルタント部会開催/都築部会長代行の帰国

に伴って、部会長並びに副部会長選出で意見交

換、副部会長には関根氏、トダ氏並びに今井氏

を選出/8月 20日に開催される業種別部会長シ

ンポジウムの発表テーマを選ぶために 7月中の

部会開催、今後のコンサルタント部会の活動内

容などについて意見交換/参加者は押切副部会

（大野&押切弁護士事務所）、関根副部会長（個

人会員）、 トダ氏（Autent）、ヤマダ氏

（Autent）、赤嶺氏（人材銀行ソールナッセン

テ）、片岡氏（PwC ）、今井氏（VMPG AG AUT 

DE INVESTMENTO）、平田事務局長、大角編集長 

9人    

02      

03 会議所沿革データの充実化について打合わせ/元

事務局長補佐の柴田千鶴子氏は在職中、70周年

記録集編纂に多いに携わり、今回のデータ見直

しには主に 1960年代～80年代の資料纏め等に

貢献している。/元事務局長補佐の柴田千鶴子

氏、平田藤義事務局長、日下野成次総務補佐、

アシスタントの中森アリセと近藤千里が出席 

5人    

04      

05      

06 土曜日     

07 日曜日     

08 振替休日     

09 護憲革命記念日     

10 FIESP（サンパウロ州工業連盟）で行われたセミ

ナー「産業競争力のキーポイント」へ会議所か

ら平田藤義事務局長が出席、スイス政府の環

境・輸送・エネルギー・通信担当の Doris 

Leuthard大臣やヨーロッパ連合の企業家ミッシ

ョンが参加 

平田事務局長    

11      

12 異業種交流委員会（江上知剛委員長）/6月 27

日開催した講演会の収支決算や次回開催の講演

会のテーマなどについて意見交換/江上知剛委員

長、秋吉修司副委員長、平田藤義事務局長、中

森アリッセ アシスタントが参加 

4人    

13 土曜日     

14 日曜日     
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15      

16      

17 7月の懇親昼食会/国際公共政策研究センターの

田中 直毅理事長がテーマ「日中韓の三国をめぐ

る歴史的位相並びにブラジル写真機プロジェク

トについて」と題して講演 

120人   インターコンチネン

タル・ホテル 

18 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）

/TozziniFreire Advogados のファビア・エライ

ネ・ダ・シルヴァ・モレイラ税制チームシニア

弁護士は、「大蔵省検察総局（PGFN）意見書 

202号/2013 配当金に対する所得税免税」

/Associada, Contencioso Tributário de 

Trench, Rossi e Watanabe Advogados のカロリ

ーナ・マルティンス・スポジット税制社会保障

アソシエート弁護士は、「負債自己申告による

支払のメリット」/KPMG Brasil のレジーナ・モ

ラレス労働・社会福祉部門マネージャーは、

「INSS （社会保障負担税）の売上ベース課税」

/Gaia, Silva, Gaede & Associados のマウリシ

オ・バーロス部長は、「 協定 ICMS 38/2013 号 

－輸入品に対する商品流通サービス税（ICMS）

課税、主な変更点」についてそれぞれ講演 

サンタカタリーナ視察見学会最終打ち合わせの

為相互啓発委員会（遠藤秀憲委員長）開催/7月

26日～28日実施されるサンタカタリーナ視察見

学会について会員企業 SHT旅行 社の渥美誠社

長、エリオ・トダ マネジャーを招いてバス内で

の余興（クイズなど）や注意事項などについて

最終打ち合わせが行われた。会議所からは遠藤

委員長、平田藤義事務局長、日下野成 次総務補

佐が出席。 

48人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5人 

   

19      

20 土曜日     

21 日曜日     

22 JICA主催の第２回中南米民間連携調査団との意

見交換会/中南米地域への進出を検討する民間企

業を対象にブラジル、ペルーの市場や ODAとの

連携事例実見を通し、中南米への理解を深める

とともに日系社会及び JICAとのパートナーシッ

プの促進を図ることを目的に開催/第 2回中南米

民間連携調査団 参加者リスト 

1 東洋農機（株） 常務執行役員 大橋 敏伸 

2 （株）キンセイ産業 常務取締役 金子 啓一 

3 （株）日本製鋼所 業務管理部 原 崇 

4 （有）ｹｲ･ｱﾝﾄﾞ･ｹｲ板金工業 代表取締役 知花 

賢伸 

5 （株）エステム 海外部部長 丸山 武夫 

6 （株）フジキン 生産本部部長 吉田 恒夫 

7 関西工事測量（株） 販売促進部主任 岡野 

育恵 

8 広和エムテック（株） 取締役 山本 隆教 

9 （株）ネオナイト 専務取締役 寺山 文久 

19人    
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10 沖縄県中小企業団体中央会 事務局長 上里 

芳弘 

11 （株）ゆらリズム 取締役 大野沢 潔 

12 明和工業（株） 代表取締役 北野 滋 

13 四国化工機（株） 顧問 大田 昌平 

JICA  

小林千晃取締役 

岩永アシスタント 

坪井アシスタント 

商工会議所 

相原良彦機械金属部会長（ブラジル三菱重工社

長） 

柳瀬 友城（ブラジル三菱重工副社長） 

江上知剛専任理事/異業種交流委員長（双日ブラ

ジル顧問）  

大竹 茂 （タカタブラジル社長） 

平田藤義事務局長 

23 Sinproquim で開催された「ブラジルの貿易が抱

える問題点 －主なセクターの現状と展望－」

と題した、ジョゼ・アウグスト・デ・カストロ 

ブラジル貿易協会会長の講演会に、会議所から

平田藤義事務局長 

 

建設不動産部会（三上悟部会長）開催/2013年

下期の業種別部会長シンポジウムの上期の回顧

並びに下期の展望及び副題「～ どうなるブラ

ジル経済-持続的成長に向けて ～」の発表資料

作成、部会活動方針、部会親睦ゴルフなどにつ

いて意見交換/参加者は三上部会長（戸田建

設）、南副部会長（デニブラ）、大滝氏（ホス

建設）、藤井 氏（CGC ）、マキオ氏（ENGEMON 

ENGENHARIA）、森口氏（ＳＴＡＲＴＳ ＩＭＯ

ＢＩＬＩＡＲＩＡ）、佐藤氏（YKK）、長田氏

（徳倉建設）、遠藤副領事（サンパウロ総領事

館）、 平田藤義事務局長、大角編集長 

平田事務局長 

 

 

 

 

11人 

   

24      

25 食品部会（天野一郎部会長）開催/2013年下期

の業種別部会長シンポジウムの発表資料作成/組

織変更として部会長に山口 修一氏（南米不二

製油）、副部会長として清水 重人氏（イグア

ス）、岡崎 徹氏（日清味の素）を再選出/参加

者は天野部会長（ヤクルト）、山口新部会長

（南米不二製油）、清水副部会長（イグ ア

ス）、岡崎副部会長（日清味の素）、西井氏

（味の素）、パウロ・ツカモト氏（ＮＡＧＡＳ

Ｅ）、唐木氏（ニアグロ）、石嶋氏（ヤクル

ト）、山田氏（東山農 産）、見目氏（ヤマト商

事）、遠藤副領事（サンパウロ総領事館）、平

田事務局長、大角編集長 

13人    

26 企業経営委員会（黒子多加志委員長）の労働問

題研究会開催/Trench, Rossi e Watanabe 

35人    
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Advogados 弁護士事務所のエリカ・セリン・サ

ルビ・コンプライアンスシニア弁護士は、「コ

ンプライアンスとアンチ汚職新法案にむけて企

業はどのように対策を進めるべきか」/Souza, 

Cescon, Barrieu & Flesch Advogados 弁護士事

務所のライザ・フェルナンデス・ダ・シルヴァ

労働部門弁護士は、「従業員利益配分制度の直

近の変更点とその適用」についてそれぞれ講演 

 

相互啓発委員会（遠藤秀憲委員長）主催のサン

タカタリーナ視察見学会/ヤクルトとサンジョア

キン農業協同組合（SANJO）の 2社を見学 

 

 

 

 

 

 

40人 

27 土曜日 相互啓発委員会（遠藤秀憲委員長）主

催のサンタカタリーナ視察見学会 

    

28 日曜日 相互啓発委員会（遠藤秀憲委員長）主

催のサンタカタリーナ視察見学会 

    

29      

30 運輸サービス部会開催/業種別部会長シンポジウ

ムの発表資料作成で意見交換/参加者は山九の森

田部会長、NYKの川手副部会長、日通の細谷副

部会長、MOLの廉岡 氏、UBIK の岐部氏、JALの

伊勢谷氏、ANAのエドアルド・サカモト氏、ブ

ルーツリーホテルの広瀬氏、EISHINの谷口氏、

SAUZUYOの村田 氏、東京ソフトの上野氏、K-

Lineの高畠氏、NTTの長合氏、クイックリート

ラベルの生駒氏、サンパウロ総領事館の遠藤副

領事、平田事務局長、大角編集長 

17人    

31 平田事務局長がサンパウロ州工業・石油化学用

化学品工業組合（Sinproquim）のセミナーに参

加 

 

機械金属部会開催/業種別部会長シンポジウムの

発表資料作成で意見交換/参加者は相原部会長

（三菱重工）、金丸副部会長（メタルワン）、

木村氏（CBC）、元山氏（ブラジル KBK）、櫻井

氏（コマツ）、西村氏（ミツトヨ）、渡辺氏

（カ ワサキ）、杉原氏（OSG）、宮崎氏

（MMC）、平井氏 （MARUBENI ITOCHU）、中江氏

（TSUBAKI BRASIL EQUIP IND）、岸氏（ユシ

ロ）、北原氏（ヤンマー）、遠藤副領事（サン

パウロ総領事館）、平田事務局長、大角編集長 

平田事務局長 

 

 

16人 
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2013 年 8 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 金融部会（山崎 展生部会長）/2013年下期の

業種別部会長シンポジウムの発表資料作成/参加

者は山崎部会長（ブラデスコ銀行）、高橋副部

会長（ブラデスコ銀行）、遠藤氏（南 米安田保

険）、横路氏（イタウー銀行）、村田氏（ブラ

ジル三菱東京ＵＦＪ銀行）、川原氏（ブラジル

三菱東京ＵＦＪ銀行）、村山氏（東京海上）、

大谷氏（ブ ラジル三井住友銀行）、原氏（ブラ

ジル三井住友保険）、堀内氏（みずほコーポレ

ート銀行）、安井氏（JBIC）、今井氏（VMPG)、

山口専門調査員（サ ンパウロ総領事館）、平田

事務局長、大角編集長 

    

02 繊維部会（上野秀雄委員長）/下期の業種別部会

長シンポジウムの発表資料作成で大いに意見交

換/参加者は、上野部会長（クラシキ）、横山副

部会長（オオミ繊維工業）、小金沢副部会長

（日清紡）、柴垣氏（サンヨーテックス）、岡

田氏（ユニチカ）、山本氏（東洋紡）、平岡氏

（ダイワボウ）、橋本氏（YKK）、安井氏（東

レ）、平田事務局長、大角編集長 

    

03 土曜日     

04 日曜日     

05 監事会/2013年第 2四半期の業務・会計監査を

実施/中村敏幸監事会議長（デロイト）、藤井敏

晴監事(KPMG)、原敬一監事（ブラジル三井住友

保険）/事務局からは平田藤義事務局長、エレー

ナ・ウエダ会計担当、日下野成次総務担当が参

加 

    

06 講師にブラジル三菱東京 UFJ 銀行の川原 一浩

取締役を迎えて、金融セミナーを開催/、テーマ

『ブラジル為替・金利見通し ～乱高下！ ド

ル・レアル・円 三つ巴のパズルを紐解く～』 

50人    

07 植木シゲアキ元鉱山動力大臣主催の第１２回鈴

木孝憲フォーラムに大勢が参加/Ｔａｋａｎｏｒ

ｉ Ｓｕｚｕｋｉフォーラム（旧称：日伯ビジ

ネスフォーラム）が新東ブラジル社創立４０周

年記念の夕食会と併せて開催 

    

08      

09 懇親昼食会/物流システム計画公社（EPL）のセ

ザール・アウグスト・ド・ナッシメント補佐官

が 「ロジスティックへの投資プログラムと大

西洋～太平洋への物流アクセス」と題して講演 

自動車部会（武田川  雅博部会長）/業種別部

会長シンポジウムの発表資料作成でドラフト資

料を基に意見交換/参加者は武田川部会長（ホン

ダサウスアメリカ）、福井副部会長（デンソー

ブラジル）、 岡本氏（ホンダサウスアメリ

カ）、長田氏（アイシン）、末氏（ホンダサウ

スアメリカ）、久保氏（ホンダサウスアメリ

150人   チボリホテル 
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カ）、宮崎氏（NGK）、大竹氏(タカ タブラジ

ル)、吉田氏(出光）、小笠原氏（JX NIPPON 

OIL&ENERGY）、杉浦氏（マツダ）、辻氏（ナガ

セ）、森氏（大塚化学）、金城氏（Nitto 

Denko）、森川氏（豊田通商）、田中氏（メル

コ）、清永氏（G-KT DO BRASIL）、二木氏（ミ

ドリ・アトランチカ）、深瀬氏(ジェト ロ・サ

ンパウロ)、山口専門調査員（サンパウロ総領事

館）、平田事務局長、大角編集長 

10 土曜日 伊吹副会頭、第 19回ジャパンカップに

参加 

平田事務局長    

11 日曜日 ブラジル香川県人移住 100周年記念式

典/母県から浜田恵造知事、水本勝視県議会議長

をはじめとする慶祝団が出席、関係者らを含め

約 300人が参加 

平田事務局長    

12 電気電子部会（三浦 修部会長）/業種別部会長

シンポジウムの発表資料作成/参加者は三浦部会

長（ソニー）、君崎副部会長（ムラタ ワール

ド）、黒田副部会長（NEC ラテンアメリカ）、

椎名氏（富士通ジェネラル）、篠原氏（パナソ

ニック）、丸岡氏（プリモテック 21）、山口専

門調査員（サンパウロ総領事館）、平田事務局

長、大角編集長 

    

13 化学品部会（藤下 温雄部会長）/参加者は藤下

部会長（ハリマ化成）、大澤副部会長（ダイカ

ラー）、高橋副部会長（K- I ケミカル）、石

成副部会長（フジフイルム）、滝沢氏（久光製

薬）、吉田氏（南米出光）、塚本氏（長瀬産

業）、井上氏（栗田工業）、金城氏（Nitto 

Denko）、松下氏（住友化学）、池田氏（住友化

学）、一之瀬氏（住友コーポレーション）、渡

辺氏（東洋インキ）、安井氏（東レ）、森本氏

（宇部ラテン アメリカ）、遠藤副領事（在サン

パウロ日本国 総領事館）、平田事務局長、大角

編集長 

2013年下期の業種別部会長シンポジウム案内に

邦字新聞社 2社を訪問 /上野秀雄総務委員長並

びに平田藤義事務局長 

    

14      

15 NHK中島サンパウロ支局長の歓迎会/福嶌サンパ

ウロ総領事をはじめ日系社会の各有志が参加 

平田事務局長   サンパウロ市内のレ

ストラン 

16 環境委員会（廣瀬 孝委員長）/ 10月に開催予

定のバイオマス、太陽熱利用、風力発電、太陽

光発電、水力発電などすべて再生可能エネルギ

ーなどの環境セミナーについて、ドラフト資料

を基に意見交換/参加者は 廣瀬委員長（南米新

日鐵住金）、座間副委員長（BASE）、平沼副委

員長（南米新日鐵住金）、ドウグラス・ロシン

氏（Pwc)、フラヴィア・タケウチ氏（Pwc)、片

岡氏（Pwc)、平田事務局長、日下野総務担当、

大角編集長 
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17 土曜日     

18 日曜日     

19 三重県の鈴木 英敬知事一行との意見交換会/初

めに鈴木 英敬知事並びに三重県議会の山本 

勝 議長がそれぞれあいさつを行い、サンパウ

ロ総合大学と三重大学との学部間協定の締結を

報告、またジェトロ・サンパウロセンターの石

田靖博所長が「ブラジル経済とビジネスの動

向」で講演、意見交換会では天野一郎副会頭、

上野秀雄専任理事、遠藤秀憲専任理事、平田藤

義事務局長が参加/平 田事務局長はドイツ会議

所会員は 1600社に対して、日本商工会議所会員

は 400社にすぎず、また EU諸国並びに周辺 7カ

国、韓国はすでにビザフリー、中 国にもマルチ

ビザで先行されており、日本からの中小企業進

出を促進する上でビザフリーは避けて通れない

と強調、それに対して鈴木 英敬知事はビザフ

リーに ついても大いにバックアップしてゆくと

強調、平田事務局長は鈴木 英敬知事の熱い思

いに感激してお礼を述べ、最後に鈴木 英敬知

事から天野一郎副会頭に記念品が贈られた後

（上野専任理事と遠藤専任理事には後日米田利

耕氏を通し贈呈された）、参加者全員で記念撮

影が行われた。 

    

20 2013年下期の業種別部会長シンポジウム 160人   マクソウドホテル 

21      

22 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）/ Honda 

Estevão Advogados 弁護士事務所のリタ・デ・

カシア・テイシェイラ共営者並びにルイス・ロ

ベルト・シルヴァ弁護士が「SISCOSERV  - 

Sistema Integrado de Comércio Exterior de 

Serviços, Intangíveis e de outras Operações 

que produzam variação no Patrimônio サービ

ス・無形資産ならびに財産に相違を生じさせる

その他のオペレーションにまつわる貿易統合処

理システム」/ Deloitte Touche Tohmatsu 企業

コンサルタントのペドロ・パウロ・メンデス社

会保障部門マネージャーが 「契約社員雇用に

おけるリスク管理」/ Ernst & Young の矢野ク

ラウジオ税制部門コンサルタントが「暫定的課

税方式（RTT）における対資本税務金利の算出－

連邦収税局の見解」についてそれぞれ講演 

56人    

23      

24 土曜日     

25 日曜日 日 AU（アフリカ連合）議員連盟所属 3

議員との意見交換会 /三原朝彦議員（日 AU議連

幹事長）、三ツ矢憲生議員（自由民主党 政務

調査会宇ｆく会 長）と山際大志郎議員（内閣府

大臣政務官）と共に会議所の藤井晋介会頭、伊

吹洋二副会頭、平田事務局長がインフラやブラ

ジルコスト等ブラジル経済の問題 点、また、ア

フリカ（モサンビーク、ボツワナ等）でビジネ

スを行っている在伯日本進出企業の関心分野等

について奥深い意見交換を行った。/総領事館か
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ら福嶌教輝総領事、佐野浩明首席領事、遠藤諭

副領事が参加、JICAブラジル事務所の室澤智史

所長、JICAアフリカ部の乾英二部長、HIDA総合

研究所の下大澤祐二事務局長が参加 

26      

27      

28 異業種交流委員会では真宗大谷派（東本願寺）

南米開教区開教監督の菊池顕正氏を招待して講

演会開催 

36人   日本語センター 

29 企業経営委員会（黒子多加志委員長）の労働問

題研究会/ Ferreira Rodrigues Sociedade de 

Advogados 弁護士事務所のジュリオ・ジョゼ・

タマジウナス・シニア弁護士は、「変形労働時

間・シフト勤務の法律面」/ Deloitte Touche 

Tohmatsu 外国人労働者税務部門のロサノ・ジア

ン・シニアマネージャーは、「国外の対ブラジ

ル社会保障協定、一時派遣証明書、企業及び社

員による社会保障院（INSS）納付」についてそ

れぞれ講演 

ドイツ商工会議所との交流会開催/平田藤義事務

局長がブラジル日本商工会議所活動の現状と将

来課題である基盤強化についてプレゼンを行っ

た。 

50人 

 

 

 

 

 

各会議所から 20

人 

   

 

 

 

 

 

ブラジルドイツ商工

会議所 

30      

31 土曜日     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



36 

 

2013 年 9 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 日曜日     

02 ㈱ADEKAのオープン式に平田藤義事務局長が出

席/日本本社からは郡 昭夫代表取締役社長及び

北條 修司取締役兼執行役員が駆けつけ華やか

に式典が執り行われた。式典では先ず郡代表取

締役社長が開会 の挨拶を行い、続いてブラジル

現地法人の貴嶋長太郎取締役社長が挨拶を行っ

た。鏡開きの後、平田事務局長が乾杯の音頭を

取り盛大にオープンを祝った。 

    

03 リオ・グランデ・ド・スール州ビジネス投資セ

ミナーに 50人が参加/南大河州政府投資促進・

開発エイジェンシーのイヴァン・デ・ペレグリ

ン代表が「南大河州の工業政策」と題して/州政

府投資促進・開発局税制担当のレオナルド・ガ

フリ・ディアス・アシスタントは「税制並びに

ファイナンスのインセンティブと恩典」と題し

て/南大河州政府投資促進・開発局のマリエラ・

クレー官房室長は、「日本への南大河州ミッシ

ョン」と題して、初めに 2011 年から商工会議所

の平田藤義事務局長とパートナーを組んでのサ

ポートに対してお礼を述べ、BADESUL銀行のマ

ルセロ・ロペス頭取は、「南大河州における外

資系企業の成功例」と題して、それぞれ講演を

行った。 

    

04 メルコスール事務局本部のイヴァン・ハマーリ

ョ事務総長をＪＥＴＲＯ・サンパウロおよび会

議所が訪問/今回の一番の関心事であるＥＵとの

協定に向けた具体的な進捗状況について又、日

本を含 めた他地域とのＦＴＡ協議の可能性、南

米中央に位置するボリビアの重要性、地政学か

ら見たメルコスール、CAN加盟国の二重加盟問

題、太平洋同盟との関 係、パラグアイの再加盟

についてもＱ＆Ａ形式で意見交換を行った。会

合にはイヴァン、同本部のゴンザロ・ロドリゲ

ス官房室長、カーシア秘書等４人がＪＥＴＲＯ

から石田靖博所長、紀井寿雄取締役、森下龍樹

取締役が、会議所からは伊吹洋二会議所副会

頭、平田藤義事務局長が会合に参加した。 

 

サンパウロ総領事館主催の岸田文雄外相との意

見交換会/三輪在伯大使、福嶌サンパウロ総領事

が参加/会議所からの参加者は藤井晋介会頭（ブ

ラジル三井物産）、村田俊典副会頭（ブラジル

三 菱東京 UFJ銀行）、上野秀雄専任理事（クラ

シキ・ド・ブラジル・テキスタイル）、江上知

剛専任理事（双日ブラジル会社）、廣瀬孝専任

理事（南米新日鐵住 金）、遠藤秀憲専任理事

（南米安田保険）、黒子多加志専任理事（伯国

三菱商事会社）、相原良彦機械金属部会長（三

菱重工）、川手純一運輸サービス副部会長（NYL 
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Line）、末一義自動車部会長代理（ホンダ・サ

ウスアメリカ） 

 

岸田文雄外相訪伯懇談歓迎会が 2013年 9月 4日

午後 7時からブラジル日本文化福祉協会（木多

喜八郎会長）貴賓室で開催され、商工会議所を

代表した上野秀雄専任理事など 18人の会員が参

加した。 

05 FIESPの港湾戦争セミナーに平田事務局長が出

席/テーマは「港湾戦争 － 2013年 1月 1日

から施行された連邦上院の決議第 13/2012号の

最近の変更点」について講演/このセミナーは

FIESP法務部のオジエル・エステヴァン取締役

補佐がコーディネート、またサンパウロ州財務

局（Sefaz）のマルセロ・ベルガマスコ・シルヴ

ァ行政担当取締役、Sefazの税制担当のレオナ

ルド・デグレゴリオ顧問が参加。 

    

06      

07 土曜日     

08 日曜日     

09      

10      

11      

12 総務委員会（上野秀雄委員長）/上野秀雄委員長

並びに平田藤義事務局長、日下野成次総務担当

が参加、定款改定について最終の打ち合わせを

行った。 

    

13 9月の懇親昼食会は 120人が参加して開催 /、

ロンドンオリンピック銅メダル、世界柔道選手

権大会２連覇（2009年、2010 年）をはじめとし

て、国内外で数々のタイトルを獲得している日

本女子柔道の第一人者、上野順恵氏を講師に迎

えて開催 

ブラジル三菱東京 UFJ銀行主催の講演会と懇談

会/ゲストスピーカー：武田紀久子(三菱東京

UFJ銀行 欧州金融市場部シニアアナリスト/テ

ーマ：「為替相場の現状と展望」 

場所：シントリ・レストラン 

120人   インターコンチネン

タルホテル 

14 土曜日     

15 日曜日     

16      

17 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）は、会員企

業である Pinheiro Neto Advogados 及び同提携

先の森・濱田松本法律事務所との共催による日

本法との比較から見るブラジル労働法研究会/

160人   Pinheiro Neto 

Advogados の大会場 
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森・濱田松本法律事務所の荒井太一弁護士並び

に Pinheiro Neto Advogados のルイス・メンデ

ス弁護士は、英語でアウトソーシング並びにモ

ラルハラスメント、ストップオプションについ

て講演、 

18      

19 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）開催

/Tozzini Freire Advogados のカミーラ・タピ

アス税制チームシニア弁護士が「反汚職法と税

法」について/PwC Brasil のエドアルド・アダ

ミ弁護士が「REIDI インフラ開発の特別インセ

ンティブ法について－社会統合基金（PIS）／社

会保険融資納付金（COFINS）」について

/Felsberg e Associados のレナート・アルメイ

ダ弁護士が「商品流通サービス税（ICMS）累積

クレジット：メリット、デメリットと選択肢」

についてそれぞれ講演 

48人    

20      

21 土曜日     

22 日曜日     

23 第 16回日本ブラジル経済合同委員会開催/日本

から経団連の飯島彰巳日本ブラジル経済委員

長、同委員会の大前孝雄企画部会長、三 輪昭駐

ブラジル大使、讃井暢子常任理事など 110人以

上が参加、ブラジルからはブラジル全国工業連

盟（ＣＮI）のジョゼ・マスカレーニャスブラジ

ル日本経 済委員長、ロブソン・ブラガＣＮＩ会

長、オラボ・マシャード ミナスジェライス州

工業連盟会長など 150人以上が参加/オラボ・マ

ッシャード ミナスジェライス州工業連盟会長/

ジョゼ・マスカレーニャス ブラジル日本経済 

委員長/飯島彰己 経団連日本ブラジル経済委員

長/ロブソン・ブラガ CNI会長/アンドレ・コヘ

ーア 在日ブラジル国特命全権大使/三輪昭 在ブ

ラジル日本国特命全権大使/アントニオ・アナス

タジア ミナスジェライス州知事/ジョゼ・アウ

グスト CNI政策戦略部長/ペドロ・バストス ブ

レインブラジル投資貿易振興機構総裁/村田俊典 

三菱東京ＵＦＪ銀行執行役員・中南米総支配人/

永田義典 アグレックス・ド・ブラジル社長/ロ

ベルト・ジアネッチ サンパウロ州工業連盟/ダ

ニエル・ゴジィーニョ ブラジル開発商工省貿易

局長官/カルロス・ビッテンクール CNIディレ

クター/讃井暢子 経団連常務理事/大前孝雄 経

団連日本ブラジル経済委員会企画部会長/伊吹洋

二 丸紅執行役員南米総支配人兼ブラジル会社社

長/インフラ基礎産業協会（ABDIB）のシャブ・

マリア・パウラ氏/EPL社のアンデルソン・レッ

サ氏/星文雄 国際協力銀行代表取締役専務取締

役/舛田篤史 東芝社会インフラシステム南米社

会長/伊澤正 千代田化工建設常務執行役員/ラフ

ァエル・ルチェッシ 全国工業職業訓練機関ディ

レクター/エネス・ヴィレーラ カマルゴ・コヘ

ーア社人事部ディレクター/岩山明郎 日立ブラ

ジル社長/大口昌芳 三菱商事船舶・宇宙航空事

業本部 宇宙航空機部 宇宙・統合システムチー

ムリーダー 

250人/平田事務

局長/大角編集長 

  ミナス州ベロ・オリ

ゾンテ市のオウロ ミ

ナスパレスホテル 
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24 第 16回日本ブラジル経済合同委員会開催/ウィ

ルソン・ブルメール GRPインベストメントディ

レクター/ ムリーロ・フェレイラ ヴァーレ社長

/ロベルト・ロドリゲス サンパウロ州工業連盟

農業委員長/藤原真一 新日鐵住金常務執行役員

/、ペドロ・ウォンチョウスキ ウルトラグルー

プ代表取締役社長/ゴットフリード・エンゲルバ

ート ペトロブラス調達コーディネーター/ミナ

スジェライス州砂糖協会のジミー・オリベイラ

氏/岩本宏常務執行役員 営業・グローバル戦略

本部長/TOYO SETAL の鴨島元佳社長/三井物産の

金森健常務執行役員 プロジェクト本部長/飯島

彰己 経団連日本ブラジル経済委員長/ジョゼ・

マスカレーニャスブラジル日本経済 委員長 

250人/平田事務

局長/大角編集長 

  ミナス州ベロ・オリ

ゾンテ市のオウロ ミ

ナスパレスホテル 

25      

26 企業経営委員会（黒子多加志委員長）の労働問

題研究会/Abe, Costa, Guimarães e Rocha Neto 

Advogados 弁護士事務所のプリシーラ・モレイ

ラ弁護士は「労働契約書の特別条項（競業禁

止、勧誘禁止、機密性および永続性）」 

について/Souza, Cescon, Barrieu & Flesch 

Advogados 弁護士事務所のヴィヴィアニ・ロド

リゲス弁護士は「ブラジルにおける変動給与の

異なる体系」についてそれぞれ講演 

 

異業種交流委員会では高橋ジョー氏を招いて講

演会/生前の手塚治虫氏とブラジルの漫画家

Mauricio de Souza 氏の交友時のエピソード等

非常に興味深いご講演 

35人 

 

 

 

 

 

 

32人 

   

 

 

 

 

 

 

日本語センター 

27 運輸サービス部会（森田透部会長）主催のサン

トス港湾インフラ視察会/スクーナーでサントス

港湾のインフラを海上より見学した。その後ペ

トロブラスのオズワルド川上サントス海盆原油

生産ゼネラル・マネージャーと会合を行い、ペ

トロブラスのプレゼンと意見交換 

42人   サントス港 

28 土曜日 CIATE国際シンポジウムに平田事務局

長が出席/CIATE(Centro de Informação e Apoio 

Ao Trabalhador no Exterior)の国際シンポジウ

ム－コラボドレス会議「デカセギ現象の湧起か

ら 25年、ブラジル日本間の移住のこれからの潮

流」/基調講演では外務省在外ブラジル人コミュ

ニティー担当次官補室付 ロベルト・パレンチ

一等書記官が「在日ブラジル人コミュニティー

に対するブラジル外務省の事業」について説明 

   文協 

29 日曜日     

30      

31      
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2013 年 10 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 環境委員会（廣瀬孝委員長）並びに

PricewaterhouseCoopers 社（PwC）共催の英語

による「再生可能エネルギー 世界とブラジル

のトレンド」セミナー/講師は PwC社のエルネス

ト・カヴァジン取締役並びにジョアン・ヴィト

ール・グイリョト シニアマネージャー 

35人    

02 平成 25年度外務大臣表彰受賞式典/受賞者は、

赤木 政敏 （南米相撲連盟 顧問）氏、佐藤 

風太郎（元ノロエステ連合日伯文化協会副会

長）氏、山根 英太郎（日本政府文部科学省国

費留学生同窓会 名誉会長）氏の 3名。 

天野一郎副会頭

（日系社会委員

長） 

   

03 貿易部会（伊吹洋二部会長）の第 1回メディカ

ル分科会開催/分科会長に藤田誠氏、副分科会長

に栗田秀一氏（日本光電）、加藤彰彦氏（島津

製作所）が選ばれ、栗田秀一副分科会長を選出

//藤田誠分科会長は、ブラジルは医療規制が厳

しく、一社で解決するのは難しいが、商工会 議

所の組織として、また日本政府並びに大使館、

総領事館、ジェトロと一緒に活動して、メキシ

コにおける薬事同等性認定に漕ぎ着けた経験を

生かしたいと述べ た後で、参加者が自己紹介を

行い、それぞれ ANVISA問題の経験談を報告し

た。 

17人    

04      

05 土曜日     

06 日曜日     

07 JORNAL NIKKEY SHIMBUN の 15周年記念式典

/JORNAL PAULISTA と DIARIO NIPPAK が合併し誕

生した JORNAL NIKKEY SHIMBUN の 15周年記念式

典が文協にて行われ、会議所から藤井晋介会頭

と矢部健太郎 日伯経済交流促進委員会副委員

長及び平田藤義事務局長が出席 

    

08 第４回磐田信用金庫経済ミッションとの意見交

換会 /平田藤義事務局長が会議所の沿革、組

織、委員会や部会活動、事務局の役割や全世界

に向けた情報発信、様々 なセクターとの意見交

換、両国政府への提言や他国会議所との連携な

ど会議所活動全般について説明/参加者は小松工

業株式会社の小松敏幸社長、中部メタル株式会

社の野末赳夫常務取締役、 磐田信用金庫アジ

ア・ブラジル業務支援デスクの相川アンジェラ

氏、Lautenschleger, Romeiro e Iwamizu 弁護

士事務所のマリオ・イワミズ共営者、リカル

ド・ササキ日伯法律副委員長（味の素）、平田

藤義事務局長、日下野成次総務担当 

    

09      

10 中部経済連合会主催の在サンパウロ総領事館及

びブラジル日本商工会議所との夕食懇談会/会議

所から藤井晋介会頭、伊吹洋二副会頭、江上知

剛専任理事、林正樹専任理事、遠藤秀憲専任理

   インターコンチネン

タル・ホテル 



41 

 

事、黒子多加志専任理事及び事務局長が出席 

11 10月の懇親昼食会/abecem.com のディレクター

であり、元アルゼンチン産業・商業・工業局長

のダンテ・シカ氏はテーマ: 「アルゼンチン情

勢とその展望」について講演 

140人   マクソウド・ホテル 

12 土曜日     

13 日曜日     

14 知的財産協会との意見交換会開催 /日本側から

日本知的財産協会常務理事で日本ヒューレッ

ト・パッカードの宮下智子知的財 産部長、キリ

ン株式会社 R&D本部 知的財産部知財創造担当

の原田基弁理士、三井化学株式会社知的財産部

R&Dサポートグループの山本大 祐弁理士、第一

三共株式会社戦略本部知的財産部 特許第一グ

ループ課長代理の児玉博宣弁理士、ブラジルの

弁護士資格を所有する日本技術貿易株式会社 IP

総 研のロベルト・カラペト客員研究員、日立国

際電気知的財産権本部第一部の立花淳平弁理

士、株式会社東芝研究開発センター知的財産部

の石原信也氏、商工会議 所から大塚順氏（キャ

ノンブラジル）、相原良彦氏（ブラジル三菱重

工）、廣瀬孝氏（南米新日鐵住金）、磯村恵次

郎氏（エプソンブラジル）、三浦修氏（ソ ニ

ー）、深瀬聡氏（ジェトロサンパウロ事務

所）、平田藤義事務局長 

14人    

15 FIESPの海外投資家グループの会合に参加 平田事務局長    

16      

17 日伯法律委員会（村上 廣高委員長）/Trench, 

Rossi e Watanabe Advogados のマリーナ・ペル

フェッテ税制担当アソシエートは、「ISS‐課税

戦争」/Pinheiro Neto Advogados のクリスティ

アネ・マツモト・ガーゴ弁護士は、「利益・実

績配分制（PLR）における社会保障給付管理」

/KPMG Brasil のウイリアム・カレガリ・デ・ソ

ウザ税担当ディレクターは、「技術革新への税

法上特権」/EYのクラウジオ・ヤノ税制コンサ

ルタント部門ディレクターは、「連邦収税

（RFB）1.397/2013 号 - 暫定的課税方式

（RTT）と税クーポン発券機（ECF）」/Abe, 

Costa, Guimarães e Rocha Neto Advogados の

アドリアノ・ベゼーラ弁護士は、「情報機密の

保護と、インターネット上の法規制」ついてそ

れぞれ講演 

40人    

18      

19 土曜日 中村勉氏を偲ぶ会/「故人を偲ぶ会」は

二宮正人ＣＩＡＴＥ理事長（サンタクルース評

議会会長）が主導開催、イナシオ森口忠義 元

日伯援護協会会長（現移民史料館委員長、元ブ 

ラジルキリスト教連盟会長）が牧師役を勤め、

親族からの挨拶後、特に旧交のあった来賓とし

てデルフィンネット（元企画/大蔵大臣）時代の

池田昭博元大統領 府企画庁経済特別補佐官、原 

敬一 三井住友保険社長（当会議所監事）、矢

部健太郎三井物産取締役（当会議所、日伯経済

平田事務局長    
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交流促進副委員長）等が故人を偲び 挨拶を行っ

た。 

20 日曜日     

21      

22 Sinproquim – 講演 José Roberto Mendonça de 

Barros、テーマ：「経済と政治におけるマクロ

経済の展望」 

KANEKA SOUTH AMERICA REPRESENTAÇÃO Ltda の

オープン式 

平田事務局長 

 

平田事務局長 

   

23 監事会は 2013年第 3四半期の業務・会計監査を

実施/監事会から中村敏幸監事会議長（デロイ

ト）、藤井敏晴監事(KPMG)、原敬一監事（ブラ

ジル三井住友保険）、財務委員会から村田俊典

委員長(ブラジル三菱東京 UFJ 銀行)が参加/事務

局からは平田藤義事務局長、エレーナ・ウエダ

会計担当、日下野成次総務担当が参加 

    

24 在サンパウロ総領事館の主催で行われた日系主

要 5団体の意見交換会/議所から天野一郎副会頭

（日系社会委員長）と上野秀雄専任理事（総務

委員長）が出席 

 

10月の企業経営委員会（黒子多加志委員長）の

労働問題研究会/KPMGのレジーナ・モラエス労

働・社会福祉問題シニアマネージャーは、「E-

Social」/Dannemann Siemsen Advogados のマリ

ーナ・イネス・カラカニアン パートナーは、

「外国からの技術的労働に関する契約を結ぶ際

の国立工業所有権院（INPI）による登録の必要

性」についてそれぞれ講演 

 

 

 

 

55人 

   

25 第７回日伯貿易投資促進合同委員会（略称：日

伯貿投委）/医療器器機の承認審査の迅速化につ

いては当ブラジル日本商工会議所のメディカル

分科会から以下の内容で発言した。2013年 9月

の外務大臣会談に於いて日本側からビジネス環

境整備の一環として、 「ANIVSA の承認手続き

の迅速化」について提案が行われ、フィゲイレ

ド外相からも「よい提案であり、検討したい」

とコメントがあったと聞いている。本 件の実現

に向けて、日本としても協力できるところはし

て行きたいので、これを協議するための機関や

窓口をブラジル側に設けて頂きたい旨要望。/こ

の要望の根底にあるのは、「ブラジルに貢献し

たい、ブラジル国民の健康に貢献し たい」とい

う日本の医療関係者や企業の気持ちであること

をご理解くださいと訴えた。背景には日本の

「高度」で「高品質」な医療機器製品を少しで

も早くブラ ジル国民のために使っていただける

ようにしたいという狙いがある。/ANVISAの承

認手続きの迅速化の課題と考えている点、具体

的には以下の２点に 集約されると説明。１）ブ

ラジル国外工場の GMP査察に申請から承認まで

約２～３年の時間がかかる 。（GMP とは、BPF 

(Boas Praticas de Fabricacao)を指し、適正製

造基準、医薬品製造管理および品質管理基準の

   ブラジリア 
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事）２）同じく、医療機器製品の薬事登録の申

請から承認まで約１年を費 やしている。ＧＭＰ

査察について日本企業から８例のサンプルを基

に、申請から査察開始まで平均５９０日、申請

から承認まで７７５日、長いものは９３１日掛 

かっていると実例を発表。/サンタカタリーナ産

の豚肉の輸出、ブラジルの熱処理牛肉の輸出再

開、フリーゾーンによる 輸出加工区における規

制と投資機会についてブラジル側から報告説

明、ＪＥＴＲＯサンパウロから輸出加工区の日

本企業に紹介する意図について打診、アベノ ミ

ックスにおける新興国への企業進出促進、茂木

大臣による中小企業海外展開プラットホーム事

業の立ち上げ、ブラジル日本商工会議所と伴に

各種セミナーの開 催、投資ミッション、ＭＥＤ

ＩＣ傘下のＲＥＮＡＩとの協力関係について説

明。 

26 土曜日     

27 日曜日     

28 山形県議会議員との意見交換会/平田藤義事務局

長 が会議所の沿革、組織、委員会や部会活動、

事務局の役割や全世界に向けた情報発信、様々 

なセクターとの意見交換、両国政府への提言や

他国会議所との連携など会議所活動全般につい

て説明。/山形県議会から野河政文議員/視察団

長、小松伸也議員、鈴木孝議員、菅原元議員、

石黒覚 議員、常盤茂樹自民党県議会専従職員、

伊藤重成事務局長、コンサルタント副部会長の

大野&押切弁護士事務所の押切フラビオ共営者、

ツニブラトラベ ルの小宮陽取締役、平田藤義事

務局長 

    

29 JETRO、JICA、カマラ、総領事館の日本企業支援

に係る会議/目的：ＪＩＣＡサンパウロ出張事務

所に次長職が常駐、民間連携班設置を踏まえ、

サンパウロにおける日本企業支援体制のより一

層の拡充。これを機に JETRO、JICA、商工会議

所と総領事館の４者がさらに連携協力、より強

力な支援を提供する。/（！）進出日本企業が

「どのような場合に」「どの組織に」「どのよ

うにして」相談すれば よいのかを整理し、各

組織で共有する。（ある種の「ワンストップ・

サービス」）/（２）個別案件を含め相談事例を

４者で共有し、それぞれの専門知識を持ち寄っ

て解決に導く。/（３）イベントの共催、施設の

共有等、各組織の連携を強化する。 

平田事務局長   サンパウロ総領事館 

30      

31      
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2013 年 11 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01      

02 土曜日     

03 日曜日     

04 RS州開発投資促進局を平田事務局長が表敬訪問     

05      

06 マット・グロッソ経済ミッション企画などに

ついて意見交換会開催/在サンパウロ総領事館

の坪井宣俊領事並びに相互啓発委員会の遠藤

秀憲委員長、会議所からは平田藤義事務局

長、日下野成次総務担当が参加 

    

07 平田藤義事務局長が在外公館長表彰を受賞 /

平成 25年度在外公館長表彰受賞式開催/ブラ

ジル日本商工会議所の平田藤義事務局長、ブ

ラジル日系熟年クラブ連合会の五十嵐司会

長、サンパウロ日伯援護協会の具志堅茂信理

事が受賞、日系 5団体代表、受賞者の家族、

親せき、知人など多数が出席して受賞を祝っ

た。 

   在サンパウロ日本国

総領事館 総領事公邸 

08 1月の懇親昼食会に 160人以上が参加して開催 

/在ブラジル日本国大使館の木下政務班長が、

「ブラジル 最近の政治情勢」と題して講演 

１１月の懇親昼食会を前に臨時理事会並びに

臨時総会が開催/日本からの資金援助等（政

府、団体、企業、個人等々）があり得ること

を想定して、他国会議所の定款条項に倣い、

当所の定款第６９条の収入について改訂、挙

手による採決で可決 

160人   チボリホテル 

09 土曜日     

10 日曜日     

11      

12 竹中平蔵元金融担当大臣・経済財政政策担当

大臣を迎えて、日伯経済関係の将来に関する

セミナーを開催/サンパウロ州工業連盟

（FIESP：パウロ・スカフェ会長）主催、サン

パウロ総領事館 （福嶌教輝総領事）並びにブ

ラジル日本研究者協会（SBPN）後援 

120人   サンパウロ州工業連

盟講堂 

13 013年下期税制変更セミナーに 120人が参加し

て開催/日伯法律委員長（村上廣高委員長）並

びにコンサルタント部会長（関根実部会長 ）

共催/PINHEIRO NETO ADVOGADOS のジアンカル

ロ・マタラーゾ共営者は、「外国での利益へ

の課税－連邦最高裁判所の決定と、その法律

効果」/TOZZINIFREIRE ADVOGADOS のヴィニシ

ウス・ジュカ・アルヴェス法務担当共営者

は、 「第三者による 輸入の通関業務代行問

題と注文輸入の問題。連邦当局による商品流

120人   マクソウドホテル 
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通サービス税（ICMS）の徴収に関する論争：

注文者のある州なのか、それとも輸入業者の 

ある州なのか」/GAIA, SILVA, GAEDE & 

ASSOCIADOS – ADVOCACIA E CONSULTORIA 

JURÍDICA のジェオルジオ・テオドーロス・ア

ナスタシアジス税制コンサルタント部長は、

「移転価格税制：新規輸入レートによる価格

方式（PCI）の 争点」/TRENCH, ROSSI E 

WATANABE ADVOGADOS のルシアナ・シモエス・

デ・ソウザ弁護士は、「利益配分法での際立

った変更事項―利益配分制と、その社会保障

および税制への影響」/PWC のエドアルド・シ

ルヴァ・間接税担当シニアマネージャーは、

「輸入と輸入品の再販売に工業製品税（IPI）

が関わった際の、連邦最高裁判所（STF）と連

邦高等裁判所（STJ）の最近の決議」

/DELOITTE TOUCHE TOHMATSU のカロリーナ・ヴ

ェルジネーリ税制コンサルタント部長は、

「連邦決議１３号の際立った点」についてそ

れぞれ講演した。 

14      

15 Proclamação da Republica     

16 土曜日     

17 日曜日     

18 日本貿易会との会合/日本貿易会と当商工会議

所貿易部会メンバー 他による会合/今回の日

本貿易会の来伯目的は海外日本人商工会議所

との連携強化、および海外での商社活動の問

題点の聴取、各国政治・経済情勢の把握な

ど。始めに山岸豊生 同国際グループ部長から

「日本貿易会の役割と商社業界」と題したプ

レゼンテーションが行われ、同会の概要、主

な活動分野と常設委員会・研究会、主な位置

付 け、経済団体との比較、経済界の知らざれ

る序列、主な経団連委員長ポスト、総合商社

の研究、商社による M&A事業投資事例などが

説明/日本貿易会からは山岸豊生同国際グルー

プ部長と鈴木靖之企画グループ員、会議所か

らは伊吹洋二貿易部会長／副会頭（丸紅ブラ

ジル）、藤井晋介会頭（ブラジ ル三井物

産）、黒子多加志 専任理事（伯国三菱商

事）、江上 知剛 専任理事（双日ブラジ

ル）、寺本 将人氏（ブラジル住友商事）、南

野忠之氏（兼松南米会社）、平田龍平氏（ブ

ラジル豊田通商）、平田藤義事務局長、紀井

寿雄 貿易副部会長    （JETRO サンパウ

ロ）、遠藤浩昭 JICA サンパウロ出張所次長が

出席。 

   ジェトロ・サンパウ

ロ事務所 

19      

20      

21      

22 第１３回鈴木孝憲フォーラム開催/植木シゲアキ

元鉱山動力大臣がコーディネーター兼モデレイ

ター役になり 、池田アキヒロ元大統領府企画庁

経済特別補佐官、イジドーロ山中元農務省特別

補佐官等が講師を勤め、特に池田氏によるマク

平田事務局長   シントリ 



46 

 

ロ経済分析資料を基にブラジルの製造業の衰退

と米国を凌駕する農業生産を対比、その明暗や

将来展望について活発な討議が行われた。 

23 土曜日第３０回カマラゴルフ会開催/優勝は青木

さん（HITACHI HIGH-TECHNOLOGIES）が LILY４

６、PANSY４９、HC３２、ネット６３のスコアー

で優勝されました。2位には藤井さん（CGC 

GEOTECNIA E CONSTRUÇÕES）、3位には松山さん

（FUJITSU DO BRASIL） 

42人   サンパウロ PLゴルフ

クラブ 

24 日曜日     

25 金融部会セミナーに 50人が参加して開催 /村山 

進午 氏は、｢大口事故例とブラジルにおける保

険上の注意点｣/河崎 宏一 氏は｢リスクマネジ

メント｣/桑原 泰治 氏は、｢ブラジルの企業経

営と損害保険｣についてそれぞれ講演 

50人    

26 ホンダ、 新四輪車工場の着工記念式典を挙行 /

ブラジルの四輪車の生産販売会社ホンダオート

モーベイス・ド・ブラジル・リミターダ（武 田

川雅博社長）は、本社の伊東 孝紳 代表取締役

社長執行役員を迎え 2013年 11月 26日午前 11

時からサンパウロ市から 200 キロメートル北西

に位置するサンパウロ州イチラピーナ市に建設 

する新四輪車工場の着工記念式典を行い、式典

にはサンパウロ州のジェラルド・アウキミン知

事ほか、同市のジョゼ マリア カンジド市長、

福嶌教輝在サンパウロ総領事、全国自動車工業

会（Anfavea）のＬｕｉｚ モアン会長、政府当

局者、地元関係者および取引先など約 300名が

出席 

古河電気イノベーション エキスポに平田事務局

長が出席/本社から吉田政雄代表取締役会長を迎

え、市内の Club Transatlântico のショールー

ムに古河電気工業グループの最先端商品を展

示・紹介、国際的な専門家を招き主に業界関係

者等３００人を対象にイノベーション エキスポ

を開いた/会議所からはホンダの定礎式の帰りに

後半のプログラムに平田事務局長が駆け付け参

加、又同様に福嶌教輝総領事や坪井俊宣経済担

当領事等とも同展示場で合 流、吉田会長から主

な製品群について丁重な説明を受けた。また本

社の佐藤哲哉取締役 兼執行役員常務（戦略本部

長）、枡谷義雄海外営業部長、横田敦彦戦略企

画室長、川岸慶一事業開発課長、伊地知哲朗事

業部門長、土井ヒロユキ現地法人営業担 当副社

長、Ryo Watanabe VP,General Manager、Flavio 

R. Marques Senior Business Analyst (Data 

Center )の諸氏から専門分野毎の製品紹介を受

けた後、ブラジルにおけるビジネス展開につい

て意見交換を行った。 

300人/平田事務

局長 

 

 

 

 

 

 

300人 

  イチラピーナ市 

 

 

 

 

 

 

 

 

Club Transatlântico 

27 日伯法律委員会（村上廣高委員長）主催による

日本語による税制変更セミナー/EYの林 裕孝

氏が法人所得税等の制度改正－ RTT（Regime 

Tributário de Transição）方式の廃止ついて

/EYの堀越 喜臣氏は、在ブラジル日系企業に

影響 を与える移転価格税制の主要な変更点につ

いて/EYの林 裕孝氏は ICMS 税– 資産の輸入に

関する主要な論点について/EYの西口 阿弥氏

は Siscoserv – 概要と現状の論点について/EY

の西口 阿弥氏は、eSOCIAL– 2014年からの主

50人    
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な課題としてそれぞれ講演 

28      

29      

30 土曜日     
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2013 年 12 月 活 動 報 告 書 

         

日 内容（要約） 参加人数 講師 参加費 備考 

01 日曜日     

02 ブラジルみずほ銀行がオープン式/本店から林信

秀取締役副頭取を迎え最初に林副頭取のオープ

ニング スピーチに続き、ルシオ ロドリーゲス 

ブラジル中央銀行の銀行監督局チーフ、加藤頭

取が挨拶、鏡開きには藤井晋介会頭も参加、福

嶌教輝総領事が乾杯の音頭を執った。/みずほ銀

行本店から直接支援部の加藤修部長、米州営業

第一部の堀江隆志部長等もオープン式に駆け付

けるため来伯、両氏は午前中に、ブラジルみず

ほ銀行の早田幸太郎氏を伴い会議所を訪問、平

田事務局長と進出企業の現状と今後の動向につ

いて意見交換を行った。 

300人   Leopolldo Itaim 

03      

04 日伯法律委員会（村上廣高委員長）主催による

11月 27日の日本語による税制変更セミナーに

参加できなかった人を対象にした第 2回日本語

による税制変更セミナー/初めに EYの林 裕孝

氏が法人所得税等の制度改正－ RTT（Regime 

Tributário de Transição）方式の廃止ついて

/EYの堀越 喜臣氏は、在ブラジル日系企業に

影響 を与える移転価格税制の主要な変更点につ

いて/EYの林 裕孝氏は ICMS 税– 資産の輸入に

関する主要な論点について/EYの西口 阿弥氏

は Siscoserv – 概要と現状の論点について/EY

の西口 阿弥氏は、eSOCIAL– 2014年からの主

な課題としてそれぞれ講演 

Yokogawa América do Sul（略：YSA）が 40周年

/本社から海堀周造代表取締役会長を迎え最初、

同社の設立 40年の歴史をビデオで紹介後に海堀

会長が挨拶、続いて福嶌総領事、平田藤義事務

局長、主要顧客のブラスケンやヴァーレの役員

等がブラジ ルにおける工業振興および一般社会

に多大な貢献を果たした事に対し敬意を表し今

後の益々の躍進・発展を祈り祝辞を述べた。/福

嶌総領事、海堀会長、吉田社長、平田事務局長

が鏡開きを行った。  

45人 

 

 

 

 

 

 

 

250人 

   

 

 

 

 

 

 

 

ジョキークラブ 

05 天皇誕生日祝賀会/日系団体・日系企業代表のほ

か、州政府関係者多数が訪れ、始めの両国国家

斉唱に続き、福嶌 教輝総領事が挨拶を行なっ

た。/会議所から藤井晋介会頭、村田俊典副会

頭、天野一郎副会頭、伊吹洋二副会頭、江上知

剛専任理事、廣瀬孝専任理事、遠藤秀憲専任理

事、石田靖博専任理事、中村敏幸監事会議長、

平田藤義事務局長、櫻井淳異業種交流委員会副

委員長（伯国三菱商事社長代理）が出席した。 

相互啓発委員会が忘年会の最終打ち合わせ会議

/12月 12日チヴォリホテルにて行われる会議所

忘年会の打ち合わせを実施。参加者は遠藤委員

長、桑原泰治副委員長、平田藤義事務局長、日

下野成次総務補 佐、中森アリセ アシスタン

400人   総領事公邸 
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ト、また同イベントメインアトラクションであ

るデボラ・シマダ ミニコンサートのプロデュー

サー鎌倉ゆうこ氏も同席し、式次第などについ

て意見交換を行った。 

06 JICAによる中小企業等の海外展開支援説明会/

初めに室澤智史 JICAブラジリア事務所所長

は、中小企業の海外進出はオールジャパンで支

援しており、またすでにさまざまなスキームが

出来上がっており、JICAブラジ ル事務所兼サ

ンパウロ出張所次長の遠藤浩昭氏が民間連携事

業と日系社会支援の 2軸を事業の中心とし相乗

効果を図ることを目的に、サンパウロに常駐し

ている ので、気楽に相談してほしいと挨拶

/JICA中小企業支援室の大塚和哉氏は ODAで中

小企業を支援している理由として、日本の中小

企業の生き残りには、新興国や途上国 の成長を

取り込むことが必要であり、日本の優れた技術

や製品を途上国の開発に活用することで途上国

の開発と日本経済の活性化を両立、地方の重

視・地域の再 生を通じた経済成長、中小企業対

策による地域活性化は、日本政府の重要施策の

一つであると説明 

20人    

07 土曜日     

08 日曜日     

09 ブラジル韓国商工会議所の忘年会に平田事務局

長が参加/Kwon会頭の開会挨拶に続いて Young 

Jong HONG 韓国総領事、William Woo 元連邦下院

議員、日系のヴァルテル Ihoshi 現連邦下院議員

等が挨拶、ブラジル社会において同会議所およ

び韓国コロニアが果たしている功績・貢献活動

を褒め称え激励/平田事務局長も来賓挨拶の指名

を受け、「ブラジルでは韓国人も日本人も中国

人も東洋人としてコミュニティーを形成、お互

い非常に仲良く暮らしている。昨年 の 2月には

韓伯学園（COLÉGIO POLILOGOS）の教育現場を視

察訪問、又 4月には KYONGLIM CHOI 前在ブラジ

ル韓国大使が当会議所を訪問される等、多方面

から色々な意見交換を行って来た。今後も引き

続き相互間の交流促進に努めたい。」とブラジ 

ル式に Viva(ヴィヴァ）、Saúde(サウージ）を

発声、乾杯の音頭をとった。/参加者はヴァルテ

ル下議の同級生 Ricardo Ik Bae Kim 氏、韓国企

業ラテンアメリカ連合会の Thomas Choi 氏 、韓

国貿易投資促進庁（KOTRA）の Jayone Lyu 氏、

在ブラジル韓国大使館顧問の Kim kyung-han

氏、Min Ho Hyun ブラジル韓国会議所理事、Kun 

Young Yu弁護士、サンパウロ市役所の人事局長

の Celso Gabriel 氏に加え又ブラジルサッカー

連盟（ＣＢＦ）の会長のジョゼ・マリア・マリ

ン氏も中盤のアトラクションの直前に遅れて登

場挨拶、韓国企業やコ ロニアに敬意を表し会場

を沸かした。 

200人   ブフェーコロニアル 

10 常任理事会開催     

11 異業種交流委員会/在サンパウロ日本総領事館領

事坪井俊宣氏をゲストに日本の社会保障制度

（特に日本の年金制度）、ブラジルの年金制度

36人   日本語センター 
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について講演会 

12 中西俊一副会頭の歓送会/藤井会頭、村田俊典副

会頭、天野一郎副会頭、伊吹洋二副会頭、上野

秀雄専任理事、江上知剛専任理事、廣瀬孝専任

理事、林正樹専任理事、遠藤秀憲専任理事、黒

子多加志専任理事、石田靖博専任理事、平田藤

義事務局長 

2013年度の忘年会/藤井晋介会頭の忘年会スピ

ーチは伊吹洋二副会頭が代読、今年の商工会議

所の会員数は 360社、日本進出企業は 219社と

共に過去最高となり、また日伯関係の進展、6

月に発生した大規模抗議デモによるブラジルの

転換期、日本企業の進出・当 地での活動拡大へ

のサポートなどについて述べ、その後福嶌教輝

在サンパウロ日本国総領事が乾杯の音頭をと

り、矢崎愛さんと草村芳哉サンのバックミュー

ジッ クを聞きながら夕食会が始まった。 

トヨタ社長の中西俊一副会頭が帰国挨拶を行

い、パラナ州マリンガ市のシルヴィオ・バーロ

ス元市長並びにカルロス・ロベルト市長が特別

ゲストのマリンガ市の日本公園の落成並びに商

工会議所のサポートに対してお礼を述べた。 

来年日本での歌手デビューが予定されているデ

ボラ・シマダさんが着物姿で登場して、 『じょ

んがら恋歌』、三味線を弾きながら『じょんが

ら女ぶし』を歌った後、衣装替えの合間にスタ

ッフが篠笛とチャッパの演奏を引きながら会場

を回り、売上 全額を「希望の家」と「サンタク

ルース病院」に寄付する彼女の DVD「Dream 

Concert」を販売、3曲目は『あいたくて今』、

4曲目の『都会の天使たち』はミマキブラジル

社の鳴神正取締役社長とデュエット、『コスモ

ス』 『LISTEN』を歌って会場を沸かせた後、伊

吹副会頭が記念プレートを贈呈した。 

最後にプレミア大抽選会が行われ、デボラサイ

ン入り色紙の抽選、先ほどの DVDの販売によっ

て集められた半額ずつを希望の家のネウソン・

オクムラ理事とサンタクルース病院の伝田英二

理事長代理へ寄贈、最後は参加者全員で「蛍の

光」を歌って閉会となった。 

 

 

 

 

200人 

  サンパウロ総領事館 

 

 

 

チボリホテル 

13      

14 土曜日     

15 日曜日     

16      

17      

18      

19 ブラジルスーパーマーケット協会（Abras）のフ

ェルナンド・ヤマダ会頭との意見交換会/ Abras

ノススム・ホンダ顧問、マルシオ・ミラン副会

頭、フラヴィオ・タイラ経済部門担当、会議所

からは天野一郎副会頭、大野恵介氏、平田藤義

   サンパウロ総領事公

邸 
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事務局長 

20      

21 土曜日     

22 日曜日     

23 2014年 1月 5日まで集団休暇     

24      

25      

26      

27      

28      

29      

30      

31      
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（2013 年 12 月 20 日） 

 

2013 年 12 月のブラジル日本商工会議所活動状況の纏め 

ブラジル日本商工会議所 

 事 務 局 

Ⅰ ブラジル日本商工会議所の活動の変化 

         会議所活動状況（2013年12月20日）   

項        目 2010年 2011年 2012年 2013年 

懇親昼食会、夕食会、忘年会、新年会 12 12 12 12 

歓迎・送会（大使、総領事、常任理事他 ） 3 3 11 3 

部会の開催件数（部会・長シンポ、共催） 25 24 25      28 

委員会の開催件数（異業種交流委員会） 23(8) 19(3) 20 25(8)  

同上（会議所外 GIE・CDM会合、FIESP等他の公的機関） 6 3 0 1 

日系諸団体との会議(日系代表5団体ほか) 2 2 12 10 

月例会の件数（法律、労働問題） 22 19 20 19 

総会・臨時理事会 5 3 3 3 

セミナー、イべントの開催件数（共催） 15(5) 19(7) 17 16 

研修旅行（大・小旅行相互啓発主催） 0 0 1 １ 

工場・農場見学相互啓発主催(委員会) 1 2 0 1 

同  上（部会主催） 1 0 0 1 

他の団体との会議・シンポ・セミ・フォーラム（官民合同、経団

連、FIESP訪日ミッション、全伯日系会議所、日伯議員連盟、

他州ほか） 

14 38 40 51 

他団体主催のイベントへの参加 53 42 52 46 

監事会、常任理事会の開催件数 17 15 16 16 
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表敬訪問件数 

（FS含む訪問件数合計） 

151 

（163） 

 

140 

(178) 

234 

(270) 

209 

(217) 

新聞社訪問件数（部会長懇談会案内他） 2 2 2 2 

アンケート調査件数 4 11 2 2 

各種調査依頼数（日本からの調査依頼） 139(118) 126(120) 114(109) 86(75) 

会員からの提言件数 0 0 0 0 

分科会の設置件数 0 0 0 2 

昼食会の知事、大臣レベルの出席回数 2 1 1 0 

会議所ホームページ・累計ページビュー数 4145404 4764163 5651503 6222084 

ブラジル経済情報の送付件数 205 203 211 200 

事務局便りの送付件数（外部団体主催含む） 46 69 71 82 

注釈）件数は（ ）内の共催数を含む。              

 2013 年 12 月の日本語サイトページビュー8,758 ポルトガル語 6,985 

  

2013 年度定例懇親昼食会の状況 

月 参加者

（人） 

2013 年度 

講 演 者 名 

2012 年度 

講 演 者 名 

2013 年度利用 

ホテル名 

１ 160 人 三輪昭在ブラジル日本国特命

全権大使 

三輪昭在ブラジル日本国特命

全権大使 

ブルーツリー・・モル

ンビーホテル 

２ １３０人 シウヴィオ・レイミギ SUAPE 

GLOBAL ディレクター 

厚生労働省年金局の斎藤隆国

際年金課長補佐//国立社会保

険院（ＩＮＳＳ）のマウロ・

ハウスシルジ長官 

マクソウドホテル 

３ 140 人 長崎大学の藤野哲也 名誉教

授/リカルド・テーハ

（Ricardo Terra）SENAI（工

業実習サービス機関）サンパ

ウロ支部技術部長 

タルシーゾ・フレイタス DNIT

（輸送インフラ局）エグゼク

ティブ・ディレクター 

インターコンチネン

タルホテル 

４ 1４0 人 Magazine Luiza 社のルイザ・

エレナ・トラジャーノ社長 

ブラジル・トレーディング・

カンパニー協会（ABECE）のイ

ヴァン・ハマーリョ会長 

ブルーツリー・

ファリアリマ・

ホテル 
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５ 150 人 独立行政法人海洋研究開発機

構（JAMSTEC） の北里 洋 

海洋・極限環境生物圏領域

長、磯﨑  芳男 海洋工学

センター長 

ジョゼ・セルジオ・ガブリエリ・バ

イア州企画長官 

インターコンチネン

タルホテル 

６ 150 人 ペトロブラス石油公社のオズ

ワルド 川上/ サントス海

盆原油生産ゼネラル・マネー

ジャー 

ソウザ・ラモス社のエドアルド・

デ・ソウザ・ラモス会長 

マクソウド・ホテル 

７ 120 人 国際公共政策研究センター

（CIPPS）の田中直毅理事長 

 

タルソ・ジェンロ南大河州知事 インターコンチネン

タル・ホテル 

８ 150 人 物流システム計画公社

（EPL）のセザール・アウグ

スト・ド・ナッシメント補佐

官 

フレデリコ・ラメゴ・テイシェイラ・

ソアーレス SENAI 国際部長 

チボリホテル 

９ 120 人 

 

上野順恵氏(日本女子柔道の第

一人者) 

ブラデスコ銀行チーフエコノミス

トのオタヴィオ・デ・バーロス 氏 

インターコンチネン

タル・ホテル 

10 140 人 ダンテ・シ

カ

abeceb.com

ディレクタ

ー、元アル

ゼンチン産

業・商業・

鉱業庁長官 

ルシアーノ・

サントス・タ

ヴァレス・

デ・アウメイ

ダ INVESTE 

SÃO 

PAULO 局

長 

マクソウド・ホテル 

11 160 人 在ブラジル日本国大使館の木

下政務班長 

 チボリホテル 

12 200 人  コシノジュンコ氏 チボリホテル 

 

参考資料：会員の推移 

１）2013 年度月次国籍別の会員 

        Origem 国籍       OBS 

Mês 

月 

入退会

残 

Japon 

進出 

Nikkeis 

日系 

Brasil 

ブラジ

ル 

Estran 

外資 

Total 計

Empresas 

PF 

個人 

TOTAL 

合計 
  

  Adesão 6 1 0 0 7 0 7   
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1 Desliga 2 0 3 1 6 1 7   

  Saldo 205 87 34 15 341 5 346   

  Adesão 0 1 2 1 4 0 4   

2 Desliga 0 0 2 0 2 0 2   

  Saldo 205 88 34 16 343 5 348   

  Adesão 4 1 1 0 6 0 6   

3 Desliga 0 0 1 0 1 0 1   

  Saldo 209 89 34 16 348 5 353   

  Adesão 2 1 0 0 3 0 3   

4 Desliga 0 2 0 0 2 0 2   

  Saldo 211 88 34 16 349 5 354   

  Adesão 2 0 1 0 3 0 3   

5 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 213 88 35 16 352 5 357   

  Adesão 2 0 1 1 4 0 4   

6 Desliga 0 1 1 0 2 0 2   

  Saldo 215 87 35 17 354 5 359   

  Adesão 1 0 0 0 1 0 1   

7 Desliga 4 2 0 0 6 0 6   

  Saldo 212 85 35 17 349 5 354   

  Adesão 2 0 1 0 3 0 3   

8 Desliga 1 1 0 1 3 0 3   

  Saldo 213 84 36 16 349 5 354   

  Adesão 0 0 0 0 0 0 0   

9 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 213 84 36 16 349 5 354   

  Adesão 0 0 1 0 1 0 1   

10 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   
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  Saldo 213 84 37 16 350 5 355   

  Adesão 2 2 2 0 6 0 6   

11 Desliga 0 1 1 0 2 0 2   

  Saldo 215 85 38 16 354 5 359   

  Adesão 4 0 1 1 6 0 6  

12 Desliga 0 0 0 0 0 0 0  

  Saldo 219 85 39 17 360 5 365  

          

入会 Adesão 25 6 10 3 44 0 44  

退会 Desliga 7 7 8 2 24 1 25  

残 Saldo 219 85 39 17 360 5 365  

 

 

    Transição de Associados    

    年度/国籍別の会員推移 表-2    

        Origim 国籍         

ANO 

年 

入退会

残 

Japonesas 

進出 

Nikkeis 

日系 

Brasileiras 

ブラジル 

Estrangeiras 

外資 

Sub 

計 

Soma 

合計 

PF 

個

人 

TOTAL 

  Adesão 1  6  3  1  10  11  3 14 

2000 Desliga 3  2  0 0  2  5  0 5 

  Saldo 156 83  34  17  134 290 3 293 

  Adesão 2  3  2  0  5  7  11 18 

2001 Desliga 3  7  4 0  11  14  0 14 

  Saldo 155 79  32  17  128 283 14 297 

  Adesão 2  4  1  0  5  7  0 7 

2002 Desliga 7  2  6 1  9  16  0 16 

  Saldo 150 81  27  16  124 274 14 288 

  Adesão 7  7  9  2  18  25  3 28 
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2003 Desliga 14  2  4 1  7  21  2 23 

  Saldo 143 86  32  17  135 278 15 293 

  Adesão 5  10  8  2  20  25  3 28 

2004 Desliga 7  3  6 1  10  17  5 22 

  Saldo 141 93  34  18  145 286 13 299 

  Adesão 11  5  7  4  16  27  4 31 

2005 Desliga 8  9  5 4  18  26  4 30 

  Saldo 144 89 36 18 143 287 13 300 

  Adesão 7  9  5  1  15  22  2 24 

2006 Desliga 4  2  5 0  7  11  3 14 

 12

現在 
Saldo 147 96 36 19 151 298 12 310 

  Adesão 8 7  8  1  16  24  0 24 

2007 Desliga 2  11  10 1  22  24  0 24 

  Saldo 153  92  34  19  145  298  12 310 

  Adesão 7  5  1  2  8  15  0 14 

2008 Desliga 3  7  2 3  12  15  2 17 

  Saldo 157  90  33  18  141  298  10 308 

  Adesão  11 8 4 3  15  26 1 27 

2009 Desliga  3 6 5 4  15 18 1 19 

  Saldo  165 92 32 17  141  306 10 316 

  Adesão  7  8  11  4 23  30  0 30 

2010 Desliga  2  7 5  1 13   15 4 19 

  Saldo  170  93 38   20 151   321 6 327 

  Adesão  14  4 5   1  10 24  0 24 

2011 Desliga  3  9 5  3  17 20  0 20 

  Saldo  181  88 38   18  144 325  6 331 

  Adesão  23 5 5 0 10 33 1 34 

2012 Desliga  3 7 6 2 15 18 1 19 

  Saldo  201 86 37 16 139 340 6 346 

  Adesão  25 6 10 3 19 44 0 44 
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2013 Desliga  7 7 8 2 17 24 1 25 

  Saldo  219 85 39 17 141 360 5 365 

 

業種別部会/国籍別毎の会員数 表-3 

2013 年 12 月現在 

Nº  

Dep 

部会 

Japon 

進出 

Nikkeis 

日系 

Brasil 

ブラジル 

Estrang 

外資 

Soma 

計 

PF 

個人 
TOTAL 

 Dez-12 219  85 39 17 360 5 365 

1 
Automotivo 自動

車 
32 2 2 1 37 1 38 

2 
Comércio 

Exterior 貿易 

 

27 

 

4 1 0 32 0 32 

3 
Construção e 

Imobiliária 建設 

 

6 

 

8 2 0 16 0 16 

4 
Consultoria e 

Asses コンサル 

 

8 

 

26 25 6 65 3 68 

5 
Eletroeletrônico

電気電子 

 

27 

 

4 1 0 32 0 32 

6 
Fiação e 

Tecelagem 繊維 
9 1 0 0 10 0 10 

7 

Financeiro 

金融 
12 5 5 1 23 0 23 

8 
Gêneros 

Alimentícios 食品 

 

13 

 

3 1 0 17 0 17 

9 
Metal-Mecânica

 5 1 1 46 1 47 
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機械金属 39 

 

10 
Produtos 

Químicos 化学 

 

28 

 

1 0 0 29 0 29 

11 
Transportes e 

Serviços 運輸 

 

18 

 

26 1 8 53 0 53 

 

 

 


